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国際拠点化推進委員会報告書 
 

日本原子力研究開発機構 
国際拠点化推進委員会 

 
〔2012 年 12 月 20 日受理〕 

 
 世界的な原子力を取り巻く環境の中で、国際基準作成への貢献やアジアの人材育成など(独)日本

原子力研究開発機構（以下、機構という。）が果たすべき役割が増してきている。機構では最先端

施設を核として世界の優秀な研究者を集結し、我が国の科学技術競争力を高めるとともに国際貢

献を果たすべく、「国際拠点化」を推進してきた。さらに、外国人の受入環境整備をはじめとして、

国際拠点化に関する方向性、改善策を検討するため、「国際拠点化推進委員会(Committee for 
JAEA Internationalization Initiative)」を設置した。 

本報告書では、本委員会で検討した国際拠点化に向けた現状の課題とその解決への提言、並び

に機構職員自らが世界を意識して活動していくために今後検討すべき課題について記載する（本

報告書で提案した国際拠点化にむけた主な提言は以下のとおりである。） 
 
・多様化する外国人に対してきめ細かな支援を行えるようにするため、各研究開発拠点の状

況に合わせたローカルチームの設置 
・東日本大震災における経験も踏まえ、外国人の安全を確保するための緊急時における外国

人への迅速な情報発信と緊急時に備えた安否確認や生活支援の体制、物品の整備 
・外国人が業務上必要となる機構内文書やシステムの利用頻度や重要度も踏まえた英語化 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                            
本部：〒319－1184 茨城県那珂郡東海村村松 4 番地 49 
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Tokai-mura, Naka-gun, Ibaraki-ken 

 
〔Received December 20, 2012〕 

 
  In global circumstances surrounding nuclear energy, the role expected to Japan Atomic 
Energy Agency (JAEA) is becoming increasingly important.  JAEA has been promoted an 
initiative for the international hub in order to increase the scientific competitiveness of Japan 
and make international contributions, by gathering excellent researchers from the entire 
world with the latest facilities.  Also, JAEA established “Committee for JAEA 
Internationalization Initiative”, which will discuss issues such as environmental 
improvement for accepted foreigners, direction of efforts for internationalization initiative 
and strategies to improve current situation. 
     This report mentions the results of the committee’s discussion including current issues 
for the initiative and recommendations for their solution, as well as the issues to be discussed 
in order to enhance international awareness of JAEA staff.   
The following is the summary of the recommendations for the initiative: 
 
・Set up local teams that focus on the situation of each site in order to provide detailed support 

for foreigners from diversified backgrounds 
・Develop systems for emergency situations to provide information for safety swiftly for 

foreigners and confirm their safety, in addition to preparing emergency goods 
・Prepare bilingual documents and systems that foreigners need to use for their work based on 

importance and frequency of use of such systems and documents  
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はじめに 
 

世界的な原子力を取り巻く環境の中で、(独)日本原子力研究開発機構（以下、機構という。）が

果たすべき役割、すなわち国際基準作成への貢献、施設供用の国際展開、核不拡散・非核化への

貢献、アジアの人材育成等への期待が増してきている。機構では最先端施設を核として世界の優

秀な研究者を集結し、我が国の科学技術競争力を高めるとともに国際貢献を果たすべく、「国際拠

点化（Internationalization Initiative）」を推進してきている。 
平成 22 年度には理事長の諮問機関として、国際担当理事を委員長、並びに研究開発部門及び研

究開発拠点の代表者を委員とする「国際拠点化推進委員会 (Committee for JAEA 
Internationalization Initiative)〔以下、委員会という。〕」を設置した（22 達第 19 号）〔委員名

簿を参考資料 1 に示す。〕。機構が名実ともに「国際拠点」となるためには、世界を牽引する研究

開発成果をあげることが一義的に最重要の課題である。そのためには、機構職員自らが世界を意

識して活動し、これらの成果を魅力ある形で世界に向けて発信していくことにより求心力を高め

ること、また、優秀な外国人研究者に対して、その求心力にふさわしい受入環境を整備すること

が求められる。 
委員会では、これまで 4 回の委員会を開催し、緊急課題も含めて具体的な課題設定がなされた

受入環境整備を中心に、国際拠点化に関する方向性、改善策を検討してきた。幾つかの課題につ

いては拠点等に施策を提言してきており、可能なものから提言が実施されてきている。 
本報告書では、委員会で検討した国際拠点化に向けた現状の課題とその解決への提言について

記載する。また、機構職員自らが世界を意識して活動していくための取組については、今後検討

を進めるべきものとして提案された課題について記すこととした。 
 

委員会における活動の進め方 
 

委員会では、以下の観点で、国際拠点化をより積極的且つ効率的に進めるための議論を展開し、

活動を進めることとした。 
(1) 世界最先端の研究や施設は外部の研究者を引き付ける力を持つが、その研究や施設のよ

り一層の向上のためには、外部との交流が不可欠である。 
(2) このため、機構及び拠点等が外部との交流を活発に行う国際的な環境になっているか、

組織、運営体制、施設・設備などを検証する。 
(3) これを基に、アクションプランを作成し、本プランを機構内で共有するとともに、さら

には地域自治体との共有を図る。 
  
アクションプランの作成においては、(i) 機構内若しくは海外の研究所にて行われている良好事

例を抽出し、各拠点等において国際拠点化に取り組む上での参考として周知する。また、(ii) 現
在各拠点等が直面している課題を調査し、(iii)委員会から拠点等に向け、課題解決に向けた提言を

iv
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行うとともに、先進的事例で実施が可能なものについては積極的な取り組みを促すこととした。 
 委員会において抽出した良好事例は、「国際拠点化にかかわる良好事例、課題、提案について〔参

考資料 2 に示す。〕」にて分類し、対応している組織とともに整理した。課題の調査からは、緊急

時の安全確保、交通の便に関する環境改善といった問題、外国人の受入れ体制などが不十分であ

るという問題、文書類等の英語化といった問題が明らかとなった。また、機構に来所する外国人

の滞在期間などに応じて、その要望に特徴があり、特に、大強度陽子加速器施設（以下、J-PARC
という。）などの施設のユーザーや研修生などの短期滞在の外国人からは、短期間でスムーズに用

務を行うための環境改善に関する要望が多い。一方、職員など長期滞在の外国人は、家族同伴で

来日する者も多く、ある程度の広さの宿泊先の確保だけでなく、子弟の教育や配偶者の就労など

家族に関する要望が強いことが判明した。委員会では、抽出した解決すべき課題の優先順位付け

のため、経済的負担、人的・時間的負担、制度的制限、及び緊急性・重要度・実現性の観点から、

A、B、C の 3 段階に分けて評価し、可能なものについては改善作業を開始した。本評価に基づき

A レベルとなった課題に対する取り組み状況を 2.に記載する。当該資料には、本課題ととともに

委員会で検討、実施した具体的な施策も示している。 
 国際化に向けて解決すべき課題については、機構全体として検討すべきものと、拠点毎に特色

を生かしきめ細かく実施するものとに分け、施策することがより良い方法であると考えられる。

例えば、宿泊施設の状況や交通機関等は拠点によって大きく異なるだけでなく、自治体の状況も

異なる。委員会では、1.に示すように、課題の解決に向けた施策を具体的に実施していく組織と

して、各拠点等の特色も踏まえつつ、ローカルチームを設置することを提言している。 
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1. ローカルチームの設置について 
 
【背景】 

来日した外国人は、滞在先を確保した上で、業務に慣れるまでの間に、メールアドレスの取得

や入構証の申請など様々な手続をしなければならず、生活面では銀行口座開設や自治体への各種

登録手続を行わなくてはならない。また、家族を同伴して来日した場合は、福祉サービスの申請

や子供の教育に関する手続の必要がある。日本人にとっても煩雑と感じることのあるこれらの手

続を外国人が行う場合、その労力はさらに増すことから、受け入れる拠点若しくは部署にて、こ

れらの手続に必要な情報（例：手続を行う場所、時間、方法）の提供、可能な範囲での支援を行

わなければならない。さらに、外国人はそれぞれ異なる言語や宗教、食生活等の文化的背景や固

有の慣習を持つことから、受け入れる拠点では各ニーズに合わせた対応が必要不可欠であり、そ

のニーズは近年のアジア支援の増加に伴い多様化している。 
このような近年の状況も鑑みつつ外国人を受け入れるには、組織的な対応が必要である。しか

し、機構においてはサポートする体制が十分であるとは言えないため、受け入れる外国人の特性

や各拠点の周辺環境を踏まえたきめ細かい支援体制の構築等を視野に入れるべきである。 
 
【良好事例】 

外国人の受入れに関し、すでに一部の拠点においてはそれぞれの状況に応じて、以下のような

対応が行われている。 
○ 東海研究開発センター、大洗研究開発センター：各部署ごとに構築してきたが、既存の

受入れに係る体制・対応項目を見直し、一元的に取り組むべき内容をピックアップし

て、センター全体として効率的に外国人をサポートできるようにするべく、ローカル

チームを構築し、施策の検討を進めている。 
○ J-PARC：外国人ユーザーのためのサポート組織としてユーザーズオフィスが設置され、

生活サポートを含めた各種支援を行っている。 
※しかし、J-PARC の場合、ユーザーズオフィスは基本的には機構外からのユーザーを

対象としており、共同研究等の一環で機構の研究者を通して実験を実施するユーザ

ー等はそのサポートの対象とならない状況にあり、その中に外国人がいた場合でも、

ユーザーズオフィスのサポートを受けられない。また、J-PARC の中の事務手続であ

っても、管理部門に頼らざるを得ない内容も多いことから、問題が生じた場合、改

善までに多くの時間を要してしまう可能性がある。 
○ 敦賀本部：外国人の受入れのために国際原子力情報・研修センター内に｢国際協力リエゾ

ンオフィス」を開設し、諸手続のサポートや簡単な通訳などを行っている。 
○ 高崎量子応用研究所：外国人のサポートのために、国際業務専任のスタッフを配置し、

来所に係る手続などの支援を行うとともに、宗教上の禁忌を考慮した食堂のメニュー

表記の英語化など生活環境の整備も進めている。 
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○ 関西光科学研究所：量子ビーム応用研究部門のプロジェクト推進室のメンバーを中心と

して、数人のメンバーがローカルチームとして選出され、国際拠点化の意識向上、国

際会議などの補助、外国からの訪問者（研究者）の活動を紹介するホームページの検

討等を行っている。 
○ 青森研究開発センター：日欧協定に基づく核融合の BA（ブローダー・アプローチ）プ

ロジェクト関係で滞在する外国人研究者及びその家族のサポートのためコーディネ

ーターを配置し、入国管理上の手続き、生活支援等の対応やオフィスを設置して外国

人からの問い合わせ等に迅速に対応している。 
 
【提言】 

これらの良好事例を踏まえ、委員会では受入れ外国人が多い拠点について、外国人のサポート

を行う特別なチーム（ローカルチーム）を設置することを提言する。まず、ローカルチームが行

う活動としては、その代表例として以下のとおり提言する。 
 ○ 拠点における外国人の生活環境の改善 
    拠点内における表記・資料等の情報提供ツールの英語化、宿舎や職場などの生活環境

の改善に関する各種検討、改善に向けた各担当部署との調整 
 ○ 外国人に有用な情報の把握、提供 
    各地域における外国人が利用する手続、公共施設、病院などに関する生活情報〔緊急

時（急病、事故など）に必要な各連絡先などの情報を含む〕の把握、提供 
○ 緊急時における避難情報等の周知、対応体制の構築 

情報伝達及び避難誘導・安否確認等に係る体制の構築 
○ オリエンテーション時の対応 

     滞在期間に応じたオリエンテーション時の各説明〔人事・労務諸手続、構内システム   
利用手続（インターネット、図書館）など〕における通訳の補助、一括したオリエンテ 
ーション対応（機構での生活を始める際に必要な書類を取りまとめたウェルカムパック

の作成）等の検討 
○ 対応員（相談員）リストの作成 

日常のトラブルがあった際の相談窓口となる職員リストの作成 
 
また、ローカルチームについて推奨されることを以下に示す。 
○  外国人の受入れのための良好事例に記載した既存のサポート体制が構築されている拠

点（東海、大洗、敦賀、高崎、関西、青森）では、上述した活動がさらに充実されるこ

とを期待する。現時点でサポートを必要とする外国人の受入れが少なく、チームとして

特段の外国人サポート体制を構築していない拠点（那珂）については、今後の外国人の

受入れ予定も考慮した上でローカルチームの設置について検討することが望ましい。な

お、既存のサポート体制をローカルチームと位置付けるかについては、各拠点の判断に
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より、基本的には差し支えないものと考えている。 
   さらに、これら以外の拠点については、ローカルチームの設置は提言しないものの、

他の拠点の良好事例を、委員会を通して適宜情報共有することとし、拠点内の表記の英

語化など可能な範囲で対処されることを期待する。 
○  ローカルチームは常設組織とし、外国人サポートの窓口として定着させることを目指

す。ただし、そのためには共通点や特殊性を洗い出しつつ、一定の期間をかけた自主的

な改善による発展を図ることが重要であるため、当面は導入期間とする。人事上及び組

織上の扱いについては、今後人事部、総務部等との調整を図る必要がある。 
○  チームメンバーは、拠点毎に複数人選出され、そのメンバーを中心に拠点内のニーズ

の抽出、対応可能な改善内容を関係部署と調整するなど、拠点における外国人と関係部

署の橋渡し、また委員会と各拠点を結ぶ役割を担う。 
○  チームメンバーは、各拠点駐在の人事や労務に関する業務の担当者、各研究開発部門

の推進室など外国人と比較的関係がある部署の職員が就くことが基本的であり、緊急時

の対応や拠点内の情報システム（セキュリティ）等に関する懸案を検討する可能性もあ

るため、それらを所掌する部署の職員も適宜メンバーとすることが望ましい。また、改

善課題の実施主体が本部組織である場合もあることから、必要に応じて委員会の事務局

である国際部と連携することも視野に入れる必要がある。 
○  チームリーダーは、各拠点に駐在する国際拠点化推進委員若しくはその指名を受けた

者が務め、各メンバーからの意見や活動状況を積極的に取りまとめるとともに、拠点内

だけでは解決できない大きな課題については、委員会へ問題提起を行う。 
○  各ローカルチームはその活動を委員会へ報告する。委員会ではローカルチームの活動

をフォローするともに、ローカルチームでは対応が難しい機構全体に関係のある課題な

どに対して検討する。 
 

【提言に対する留意点】 
ローカルチームの活動は、外国人を総合的に支援することから、自身の担当外の内容について

も対応することが必要になる場合も考えられる。従来、これらの役割は各受入部署の責任でボラ

ンタリーベース（非公式）にて対応されてきたが、受入部署の意識や人事異動などの事情による

影響を受けやすく、時間的な制約も多いと考えられる。 
そのため、ローカルチームを設置するにあたっては、拠点毎にチームと受入部署の所掌の範囲、

及び生活面の支援範囲を明確化するとともに、チームとしての職務上の役割を規定し、人事評価

時の対象とすべく検討する必要がある。また、継続性ある支援を目指す上では、国際拠点化を専

門に行う特別なポジションを設け、そこにこれまで外国人研究者の受入れの経験を持つ OB 等を

活用することなども検討する必要がある。 
また、自主的な改善による発展を図るための方法については、関西にて既に行われている外国

人が帰国する前にローカルチームと話す｢Exit Interview｣という機会を設けたり、帰国後も外国

JAEA-Review 2012-054

- 4 -

JAEA-Review 2012-054

- 5 -



JAEA-Review 2012-054 

- 6 - 

人と引き続きコンタクトを取るなどして改善すべき点や良かった点などを聞くこともできるので

はないかとの提案があった。 
 

2.各課題に対する委員会の提言 
2.1 安全に係る課題について 
(1) 緊急時の英語による情報発信について 
 
【背景】 

東日本大震災発生時、原子力科学研究所では、英語による構内放送システムが構築されていな

かったことから、研究所内に滞在した多くの外国人は、その状況が把握できずに不安に陥ってい

た。緊急時において迅速に情報を伝えることは、国際拠点化を進める上で最も重要な課題である。 
 

【提言】 
外国人に対する緊急時の英語放送に関しては、拠点別に外国人の滞在人数等も踏まえ、その必

要性を判断しなければならない。すでに青森研究開発センターでは、平時・緊急時共に英語によ

る構内放送を実施しているとともに、東海でも原子力科学研究所において英語によるアナウンス

（緊急事態の発生の伝達とその詳細については周囲の日本人従業員からの情報提供を求めて欲し

い旨、あらかじめ CD に録音された音声を放送する方式）を実施しようと検討を進めている。ま

ずは、これらの運用を参考として環境改善の第一歩となることを期待する。 
 

【提言に対する留意点】 
東日本大震災発生時、英語による緊急放送が無いにもかかわらず、大きな混乱が生じなかった

のは、震災発生時刻が勤務時間帯であったことが一つの要因であったものと思われる。しかし、

緊急事態が勤務時間に発生するとは限らず、また原子力科学研究所では 24 時間運転を行っている

大型実験施設に外国人が滞在する可能性も考慮しなければならない。あらかじめ録音された CD
を利用する緊急時英語放送は、24 時間体制での放送が可能なようにとの配慮がなされたものであ

る。 
また、停電は、震災時だけでなく、台風等の気象条件によっても起こり得ることである。この

ように、緊急時にはどのようなことが起こり得るかを検討し、その際の対応策をあらかじめ準備

しておく必要があると考えられる。 
さらに、機構では緊急地震速報が地震発生時に各建屋や個人のパソコンへ表示若しくは放送さ

れることになっているが、英語版とはなっていないため、構内放送若しくは日本人従業員による

フォロー等についても、検討する必要がある。 
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(2) 外国人情報の一元管理（情報把握）及び緊急時の対応について 
 
【背景】 

東日本大震災の際には、機構に滞在していた外国人について、その所属組織や大使館からの安

否確認に迅速に対応することが不可能であった。これは、外国人に関する一元化されたデータベ

ースがなかったためである。このような状況に鑑み、またさらに多くの外国人を受け入れるため

にも、外国人情報の一元管理（情報把握）、緊急時の安否確認や安全確保の体制をシステム化する

ことは必要不可欠である。 
 
【良好事例】 

青森では、海外から優秀な研究者を集めるための必須環境として以下の判断の下に体制を整備

している。 
ほぼ英語の通じない日本国内に家族と共に滞在する、あるいは来日を検討している研究者等に

とっては家族の安全は重大な関心事であり、単に情報の発信に留まらず、家族を含めた安否確認

や避難命令が発せられた場合の誘導を含む安全確保支援の体制が存在することが重要度の高い条

件となる。 
そのため、入国管理手続き上必要となる詳細な個人情報を含む家族構成リストと、それから詳

細情報を抜き取ったリストを作成し、後者については本人の同意を得て役場、警察、消防に改訂

時毎に提出して緊急時の連携体制を構築し、現在までの災害、救急等の事象に確実に対応してい

る。また、非常時連絡担当者を複数配置すると共に、定期的に避難・点呼訓練を実施している。 
 
【提言】 

機構で受け入れている訪問または滞在外国人に関して、外国人情報（配属先、宿舎情報、緊急

連絡先等）の全体的な把握のために以下に示す 5 つのカテゴリーに大別して整理した。このよう

な分析の下、各部署に非常時連絡担当者（または担当課）を置き、担当者を通して国際部にて外

国人情報を把握する体制案を提言する。 
 
【提言に対する留意点】 

勤務時間中に比べ、夜間休日などは外国人の安否確認は時間を要する恐れがある。そのため、

各拠点のローカルチームの体制確立の状況を鑑みつつ、将来的には各部署の非常時担当者だけで

なくローカルチームと連携した安否確認、生活支援の体制整備についても考慮する必要があると

考えられる。なお、委員会では今後、提言を基に各関係部署といかに非常時に円滑な連携をとれ

るか、その体制確立に向けて検討していく。 

JAEA-Review 2012-054

- 6 -

JAEA-Review 2012-054

- 7 -



JAEA-Review 2012-054 

- 8 - 

【機構へ来所・滞在する外国人の区分について】 

※この他、少数だが他機関予算で原科研等に駐在する長期滞在者も存在 
 
 
 
 

 カテゴリー  所掌  滞在期間  人数  現在の管理方法  
① 職員（任期

付職員等を

含む）  

人事部  長期 
（任期付の場合で 3 年程

度）  

約 50 名 
 

人事部データベースに

て管理 
（日本人職員と同様） 

② 招へい者

（国際協定

等に基づく

研究者、研

修生等を含

む）  

国際部  短期～長期（数日～数年

程度） 
国際会議等参加：数日 
原子力交流制度：数ヶ月

国際協定等に基づく研究

者：数か月～数年 
研修生（育成センター

等）：数週間 
外国人招へい（国際部予

算）：数週間 
 

約 400 名 
 
 
 
 
 

国際部にて管理  

③ 施設利用 
ユーザー  

各施設  短期～長期（数日～数カ

月）  
 

約 1,100 名

（J-PARC
が約 1,050
名） 

J-PARC ユーザーオフ

ィス、または産学連携

推進部で管理（大学利

用分も含む）  

④ 施設見学者 
 

国際部 
（各拠点

見学対応

部署も把

握） 

短期（数日） 
 

約 1,800 名

 
見学申請者からの

Visit Proposal を国際

部にて管理（分類 2 以

上の施設に限る） 

⑤ その他  VIP、査察官等  VIP は各拠点総務課、

査察官については核物

質管理科学技術推進部

が取りまとめを行って

いる。  
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(3) 国際寮におけるサポート、必要物品の整備 
 
【背景】 

震災時、東海地区の外国人は、母国などへ避難するまで間、阿漕ヶ浦クラブの損害が大きいた

め、主に真砂国際寮及び J-PARC の短期滞在者用宿舎へ避難した。この際、外国人をサポートす

る日本人職員や寮の管理人も被災したことにより、外国人は食事、移動等が困難な状況になった。

しかしながら、国際部及び管理人の有志がボランタリーベースで対応し、食糧の確保や避難のた

めの交通手段の調整などを行った結果、大きなトラブルもなく全員を無事退避させることができ

た。 
 また、真砂国際寮においては、緊急時の食糧、水などの備蓄がなかったほか、停電のため調理

器具が使用できず、焚火での調理を余儀なくされた。幸いにしてけが人等は発生しなかったもの

の、救急箱等の用意もなく、応急手当が必要になったとしても対応が難しい状況であった。さら

に、東京方面への避難について、J-PARC ユーザーのために KEK では独自でつくばまでのバスを

用意したが、県内の他のサイトも大きく被災した機構では対応することができなかった。 
  
【良好事例】 

J-PARC では震災後、緊急時に備えて発電機やライトなどの物資を格納した倉庫の設置を準備

している。 
また、東海地区における外国人専用の宿舎である真砂国際寮においても、委員会での議論を踏

まえ非常用の物品の整備を行った。 
 
【提言】 

東日本大震災のように広範囲で被害がある場合、特に日本語が話せない、災害弱者としての外

国人にとって食糧確保などは死活問題であり、地域の自治体と予め協議し、非常時には速やかに

支援が受けられるよう調整するとともに、自治体の支援が開始されるまでの間、食糧を確保でき

ること、また支援が始まった際にその情報を伝え、適切に支援を受けられるようサポートするこ

とが強く求められる。 
外国人の安全確保の観点から、各拠点及び宿舎における非常時の備えを、その宿舎の管理を所

掌する部署からの対応者とローカルチームとで協議して準備しておくこと、さらに自治体との連

携について各拠点のローカルチームを中心に活動し、それらを緊急時の行動指針としてとりまと

めることを提言する。 
 
2.2 書式類、システムの英語化について 
 
【背景】 

外国人にとって日本で仕事や生活をする際に、言語の問題は非常に大きな障害である。機構に
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滞在する外国人は、母国語として英語を使用する外国人だけではないが、言語の問題を解決する

方策として、書式類やシステム等の英語化に向けた対応をしなければならない。アンケート調査

等からも、これらの英語化の遅滞については、早期改善の要望が多く寄せられた。 
言語の問題には、幾つかの段階によりその内容は異なるものと考えられる。まず、機構に採用

される若しくは来所する前段階では、機構のホームページによる研究所までのアクセスに関する

情報や受入担当者若しくはユーザーズオフィスから本人へ送付される各種案内などがある。機構

に採用される若しくは来所してから業務を開始するまでの第 2 段階は、入所時のオリエンテーシ

ョンに使われる資料や各種新規来所者に対して提出を求められる書類などが該当する。第 3 の段

階は、機構の生活が実際に始まり日々を過ごしていく中での問題であり、服務管理や予算執行等

のための資料がこれに当たると思われる。 
これらの中でも、特に改善の要望が多く寄せられたのが、来所初期に必要な資料の英語化の問

題である。さらに、正職員に近づくほど給与・労務関係をはじめ提出書類の重要度が増すととも

に、その種類も多い。各方面で英語化を進めているが、更に促進する必要がある。 
 

【良好事例】 
委員会では、事務局を通じて、給与・労務関係を中心とするオリエンテーション時に使用され

る各種手続のための書類、資料等の英語化の状況調査を実施した。その結果を踏まえつつ、一部

について英訳を実施した。また、以前より服務管理システム等の大規模な共通利用システムにつ

いての英語化の要望を踏まえ、外国人職員の増加に伴い、人事部、国際部協力の上、服務管理シ

ステムの英語化を行った。なお、現在の対応の状況については添付資料を参考にしていただきた

い〔参考資料 3 に示す。〕 
さらに、国際部では、部の英語版のイントラページを基に外国人に有用と思われる各種書式、

生活情報に係るホームページ等のリンクを集め、機構の外国人向けイントラポータルサイトとし

て平成 24 年 10 月から運用を開始している。今後は、各拠点のローカルチームと連携をした、各

拠点固有のニーズに対応した情報の掲載等も検討する。 
 

【提言】 
英語化においては、費用対効果を考慮し、十分検討した上で着実に機構内の文書類等の英語化

を進めていくことが必要である。より優先度が高く比較的容易なものから順次英訳化を進めると

ともに、拠点施設配置図などについては、セキュリティについての配慮をしつつ記載内容の工夫

を行い、許容される範囲で英語化を推進していくことを提言する。さらにより良い環境改善のた

め、「文書」のみならず内線番号検索システムなど、コンピューターシステムの英語対応を進める

ことも提言する。また、英語化した資料、システムについて外国人からのフィードバックを得て

質、利便性を高めていくことも必要である。 
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【提言に対する留意点】 
英語化についての検討の中でしばしば問題になるのは情報の改訂と費用、並びにセキュリティ

についてである。例えば、内線番号検索システムを英語化すると、人事異動に伴う各種改訂もし

なければならず、改訂の度に費用の問題が発生する。また、拠点内施設の配置図に関する英語化

については、核物質防護上、慎重にならなければならない。 
英語は世界共通語であるが、近年アジアの国々から多くの研究者を受け入れる中では、必ずし

も英語が得意でない方もいる。英語化は国際拠点化推進の上で基本のアクションではあるが、多

言語化は難しいとしても、英語があまり得意でない方々のために平易な日本語や英語で表記する

などの対応を検討する必要があると考えられる。これらについても、委員会として今後も検討を

継続していく。 
 
2.3 システム利用に関する課題について 
(1) 所内における外国人のネットワーク利用について 
 
【背景】 

共同研究や研修などを目的として来所する外国人招へい者や研修生の多くは、それぞれ大学や

研究所に所属しており、機構内から所属機関へ容易に通信を行えるシステムの利用を望んでいる。 
職員等従業員が利用している機構のイントラネットは、核物質管理上機微な情報も多く、万が

一漏えいした際の社会的信頼の失墜は大変大きいため、セキュリティの関係から、外国人ユーザ

ーが直接アクセスすることを認めていない。これに伴い機構では、外国人ユーザーがインターネ

ット等を利用するにあたり、「ゲストネット」のシステムを構築している。これは、機構の既存の

ネットワーク回線を利用しつつ、アクセス制限が厳しいイントラネットを経由せずに、外部のネ

ットワークと通信を行うものである。ゲストネットは、外部の研究者が利用する場合には、計算

科学センターが定める利用規約誓約書に署名するだけで利用可能なことから、従来の煩雑な手続

に比べて比較的容易にインターネット通信を行うことができ、日英併記の誓約書も用意されてい

るため来所した外国人にとって有用なツールである。 
 

【良好事例】 
J-PARCにおいては、国内外からのユーザー向けに新たなゲストネットワークシステム J-PARC 

LAN（JLAN）を導入している。基本的には、機構外の利用者に開放されたシステムであり、申

請すれば機構内のイントラ内のコンテンツ等も利用可能である。 
 
【提言】 

ゲストネットは、外国人ユーザーが比較的利用しやすいシステムとなっており、委員会は、さ

らに幅広く周知し利用を拡大することを推奨する。 
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【提言に対する留意点】 
ゲストネットの利用はインターネットの利用については有用であるものの、研究者には機構イ

ントラに格納されたデータについて、自分が持ち込んだパソコンを経由して自分の所属機関が所

有している機器を操作して分析したいとのニーズがある。 
しかしながら、ゲストネットはそもそも機構のイントラネットとは隔絶するために構築された

ものであることから、機構のイントラネット内に掲載された研究資料などの閲覧や居室で共有し

ているプリンタなどの周辺機器を利用することはできない。 
海外の研究所におけるゲストネットは、それぞれの身分に応じたアクセス権限の下、段階的に

アクセスできる範囲を分けて管理している。また、良好事例でも示したように、J-PARC におい

ても事実上段階的なアクセス権限を設け J-PARC LAN 利用者も機構イントラへのアクセスが可

能となっている。今後は、セキュリティ上のリスクをいかに軽減させられるかを考慮した上で、

イントラへのアクセスに関する課題の改善に向け、海外の例に倣ってアクセスできる範囲を分け

るなどの検討も将来的に進めるべきと考える。 
 
(2) Skype の利用について 
 
【背景】 

機構では、各国の著名な研究者に客員研究員を依頼している場合がある。この内、海外に居住

する客員研究員との打ち合わせに Skype（マイクロソフト社が提供する P2P 技術を利用したイン

ターネット電話サービス）を利用するとともに、そのログを利用して、勤務時間の実績としたい

との要望がある。 
 

【提言】 
Skype は、計算科学センターが定める「情報システムセキュリティ対策基準について〔18 シ

（通達）第 2 号〕」において規定されている利用禁止ソフトウェアに登録されておらず、一般的な

ソフトウェア同様にソフトウェア管理規程等に則り利用することが可能である。委員会としては、

Skype は海外の研究者とコミュニケーションを図る上で有用なツールであることから、セキュリ

ティルールを遵守した上で必要に応じて十分に活用されることが望ましいと考える。 
 

【提言に対する留意点】 
Skype はファイル交換（共有）機能を有していることから、情報漏洩のリスクがある。Skype

の利用にあたっては、必要不可欠な台数のパソコンのみインストールするとともに、情報漏洩対

策を十分にする必要がある。 
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2.4 地域とともに取り組む課題について （ 宿泊、交通、教育など ) 
(1) 宿泊に関する課題 
【背景】 

J-PARC 施設がある東海地区では、これまで機構保有の宿泊施設（阿漕ヶ浦クラブ、真砂国際

寮）を活用して外国人ユーザーを受け入れてきたが、震災により阿漕ヶ浦クラブの使用が出来な

くなったため、短期滞在者用宿舎が不足している。この傾向は、震災直前に KEK が建設した

J-PARC ユーザー専用の短期宿泊施設を利用しても、その数は十分でないため変わっていない。 
機構や KEK 保有施設以外として、東海村内には旅館等の宿泊施設はあるものの、これら施設

の多くは従来原子力施設の定期検査等の作業員を対象にしたところが多く、英語での応対、24 時

間対応（門限なし）、インターネット環境の整備などがされていない。特に、J-PARC の外国人か

らのアンケートによれば、他人と男女相部屋にされてしまったり、基本的には英語の表示がない

ことから風呂などの利用方法が分からずトラブルになってしまったなどの報告が寄せられている。 
このほか、東海村内の交通事情が不便なため、村外の施設に宿泊する場合がある。しかし、例

えば J-PARC のユーザーなどはビームタイムが決められていることから、実験の合間に戻って仮

眠できる研究施設に近い宿泊施設へのニーズは高い。 
 

【参考事例】 
機構として宿舎を新規に建設することが現実的に困難な状況で、青森研究開発センターにおい

ては、外国人従業員のために自治体が宿泊施設を建設している。また、海外においてもスイスの

欧州原子核研究機構（以下、CERN という。）で同様に自治体が各国からの来所者のために資金

を拠出し、宿泊施設を建設している。 
 

【現在の取組み状況】 
機構の宿舎自体の保有が難しくなる中、委員会は外国人従業員のために宿泊施設の建設を、適

宜自治体へ働きかける取り組みを開始した。 
東海地区においては、東海村が原子力によるまちづくり（通称：TOKAI 原子力サイエンスタ

ウン構想）を掲げ、国際的な都市を目指し、村内の施設表記の英語化など外国人従業員の受入れ

環境整備に積極的に取り組んでいる。その一環として、平成 24 年度からは「国際化推進事務連絡

会」を設け、機構と定期的に国際化に関する各種課題について意見交換や情報提供を行っている。

連絡会の中では宿泊施設についても検討がなされている。現在、連絡会では、平成 24 年上期に

J-PARC ユーザーに対して実施されたアンケート調査で得られた、必要とされる宿泊施設の仕様

を基に、その具体化に向けた議論が進められている。 
また、近年、都市の再開発により勝田駅及び水戸駅周辺にホテルが新設されている。村内では

ないため距離は離れているが、移動手段の問題が克服されれば活用できる可能性もあることから、

今後検討すべき課題であると考えられる。 
 

JAEA-Review 2012-054

- 12 -

JAEA-Review 2012-054

- 13 -



JAEA-Review 2012-054 

- 14 - 

(2) 交通に関する課題 
 
【背景】 

外国人が海外から、例えば東海地区の研究施設へ来所する際、東海駅から原子力科学研究所ま

で移動する手段は、機構による配車、公用バス（出退勤バス、シャトルバス）、タクシーがある。

しかしながら、機構の公用車で来所する外国人全てに対応することは不可能である。また、公用

バスの運行時間も本数も限られている。研修生等に関しては、休日などに宿泊施設から村の中心

部へ向かうにも高額なタクシー以外では自転車による移動手段しかなく、不便な状況が続いてい

る。 
このような交通事情により、現在、東海地区に通勤、または数週間単位で機構に滞在すること

が多い招へいや研修などで来所する多くの外国人は、通勤環境は同様であるものの、東海村内に

比べて比較的公共交通が充実しており買い物などの外出に便利なひたちなか市や水戸市といった

比較的交通の便が良い場所のアパート、ホテルなどの宿泊施設を利用している。 
 

【良好事例】 
CERN や RAL(ラザフォード・アップルトン研究所)といった海外の研究機関では、研究者が

借りられるレンタカーや配車のサービスが充実している。また、CERN においては、郊外に立地

する研究所まで最寄りの駅からトラムを運行する計画も現在進んでいる。 
 
【現在の取組み状況】 

委員会では、東海村の国際化推進事務連絡会を通じて、村が現在行っているオンデマンドタク

シーサービス（乗合タクシー）などを活用できないかなどの検討を進めている。機構の拠点では

セキュリティ上、許可を得ていない人物を入構させることはできないことから、オンデマンドタ

クシーの場合、目的の拠点まで行けたとしても拠点内に入ることができないなどの問題もあるが、

今後利用者数の調査などを踏まえ一定の結論を導き出していきたいと考えている。 
 
(3) 医療に関する課題 

 
【背景】 
日本に滞在する外国人にとって心配な点の一つは医療の問題である。医療制度は国によって大

きく異なるとともに、言葉の問題に加え緊急の対応が必要な場合もある。当然のことながら医療

を必要とするのは、研究者本人だけでなく研究者の同伴家族も同じであり、母国から離れた日本

での治療は相当の不安を抱えることが予想されることから、十分な対応ができる医療環境が身近

にあることが望ましい。 
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【現在の取組み状況】 
都道府県によっては外国人に対し英語などの外国語が対応可能な医療機関の情報を公開して

いることから、国際部イントラなどを通して外国人へ情報を提供することを予定している。 
また、東海村では外国人向けの医療ボランティアの立ち上げを検討する動きもある。従来から

自治体などには外国人の医療に関する相談窓口などを設けているところもあることから、他の先

進国と比べてもそん色ない環境にあると思われるが、各拠点のローカルチームと連携しつつ各地

域の情報の更なる把握に努め、提供できるように検討を行っていきたいと考えている。 
なお、青森では、六ヶ所村及びその近隣都市では英語対応の医療機関が皆無であるため、ロー

カルチームのメンバーが通常の診療時及び緊急時に付き添い、サポートに当っている。青森のみ

ならず、ほぼ英語の通じない日本国内においては、研究者等が安心して仕事に従事できる環境の

提供は必須である。 
 

(4) 教育に関する課題 
 
【背景】 
機構職員として長期で滞在する外国人は家族を伴って来る場合が多く、子弟の教育問題を心配

する要望が多い。日本の教育制度は諸外国の教育制度と対応しておらず学習内容も違うことから、

日本の高校を卒業したとしても、母国へ戻った際にそのまま大学へは入学できない。そのため、

小学校若しくは中学校卒業と同時に母国へ帰国せざるを得ない子弟が多い。 
 
【良好事例】 

○ 青森研究開発センター： 国や青森県などの支援により国際バカロレア資格に準拠した

国際学校が設立された。 
○ ITER 機構： フランス マノスクに設立された国際学校は、海外の教育制度との互換性

を持つ資格の取得が可能な学校である。 
○ 東京などの大都市：海外の教育制度との互換制度（国際バカロレア資格等）を持つイン

ターナショナルスクールもある。 
 
【現在の取組み状況】 

日本の教育制度は文部科学省の所掌であり、地方自治体だけでは解決できない課題である。委

員会では、今後外国人職員が多く在住する東海地区を対象として、子弟教育のニーズを分析し、

「良好事例」に示した学校の設立あるいは、既存の公立・私立の学校を利用した準国際学校への

変革化を検討していただけるように、東海村国際化推進事務連絡会を通じて、自治体に働きかけ

ていく計画である。 
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 (5) 家族の就労に関する課題 
 
【背景】 

欧米の労働体系ではワークシェアリングが進み、来日した外国人の配偶者も仕事をしているケ

ースが多く、アンケート調査などから、配偶者の就職を斡旋して欲しいとの要望が多数ある。 
 
【現在の取組み状況】 

公的機関である機構が直接就職を斡旋することは難しく、また言語問題や在留資格上の制限な

どの問題もある。しかしながら、配偶者の就職支援体制が確立すれば、長期滞在可能な外国人が

一層増えるものと考えられる。委員会では、交通及び教育問題と同様に、東海村国際化推進事務

連絡会などを通じて、自治体に就職支援策の検討について働きかけを行っていくとともに、国際

部イントラページ等に各自治体が設置している就労支援に関する相談窓口の情報などを掲載して

いく予定である。 
 

(6) 休日における文化的交流等に関する課題 
 
【背景】 

海外において研修などが行われる場合、週末には主催機関の企画により各国の文化の体験プロ

グラムや、観光地を訪れるエクスカーション（小旅行）が催されたりすることが多い。同様に、

機構が主催する研修についても外国人参加者は週末などにエクスカーションが企画されることを

希望しているが、現在の機構においてそのような経費を執行することはできない。 
また、招へい等で来日している外国人についても、週末などをフォローする機構内部署などは

ないことから、受入れ担当者によるボランタリーベースで対応しているのが現状である。 
 

【良好事例】 
原子力科学研究所内では、国際交流に興味のある職員や外国人ユーザーを中心としたボランテ

ィアグループが最近活動を開始し、外国人にイベント等を含めた様々な情報の提供を行っている。 
 

【現在の取組み状況】 
外国人に対するホスピタリティを高めるためには、文化的交流やエクスカーションについて、

システマティックな制度設計をし、ボランタリーベースでの対応に頼り過ぎないようにすること

が重要である。機構としても、自治体や国際交流協会の主催による外国人向け文化交流イベント

やエクスカーションなどの開催を外国人滞在者に周知するとともに、開催について自治体を支援

している。また、「良好事例」の活動の広がりにも期待したい。 
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3. 機構職員自らが世界を意識して活動していくための取組 
 
 東日本大震災時における外国人滞在者への対応などの体験から、緊急に解決すべき課題も多い

ことが認識され、まず外国人研究者の受入環境整備を中心に議論が行われてきた。しかし、冒頭

に述べたとおり、委員会では、国際化には機構職員自らが世界を意識して活動していくための能

動的取組が重要であるとの認識から、今後具体的に取り組むべき課題として、以下のような提案

がなされた。 
 
（1）機構から海外への情報発信と公開性の充実 

○ 海外プレス発表の充実、英語論文の質の向上： 
    効率的且つ効果的な情報発信のためには、情報をいかに迅速に一般の人々にもその価値

をイメージできるような形で伝えられるかが重要である。一般の職員では限りがあること

から、サイエンスライターの配置などの検討が必要であると考えられる。 
また各職員が行う通常の論文の発表においても、その質を高めるべく、外国人も含めた

研究者、OB、嘱託等によるアドバイザー機能などが検討されるべきである。 
 

○ 英語版ホームページの充実： 
海外への情報発信力を高めるべく、英語版公開ホームページのリニューアルに向けた検

討作業を広報部主導のもと開始している。状況としては、改善及び更新を必要とする箇所

の抽出、順位付けを行い、海外からの要望が特に高いと思われる福島事故対応関係の情報

について順次英語化を進める見通しである。今後、視覚的・機能的に閲覧者を魅了できる

ようなページ作りを目指して、情報提供元となる拠点・部門の協力を得ながら、広報部・

国際部の連携のもと段階的に進めていく予定である。 

 
（2）国際拠点化に向けた国際感覚の醸成や語学力の向上 

ローカルチームなどの活動の活性化など、国際拠点化推進に係る種々の提言の実現のため

には、各職員の意識向上が不可欠である。すでに人事部においては、語学力の向上を目指し、

事務系職員を対象とした英語試験の実施や各拠点・部門等を単位とした語学実務研修を実施

している。また、国際感覚の醸成のため外部団体が主催する洋上研修へ職員を参加させたり、

若手事務系職員を海外の研究機関等へ派遣することを検討している。今後は、さらに海外の

研究機関等への勤務、留学、海外出張等の機会が増強されるとともに、帰国後も得られた経

験を活かした人材戦略が必要であると考える。また、意識改革にあたっては経営層からのト

ップダウンの情報発信や委員会の活動の積極的な公表も行うことが重要である。 
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おわりに 
 
 委員会が設置されてから、約 3 年が経とうとしている。この間、東日本大震災及び福島第一原

子力発電所の事故により、原子力行政の在り方は激変し、機構を取り巻く環境は、予算面をはじ

めとして、今後より一層厳しくなろうとしている。 
 国際拠点化を推進する上での課題を解決するには、制度面や予算面での制限があり、個別の問

題解決には時間がかかる。しかしながら、｢たとえ 10 の課題のうち、実際に解決できる課題は 1
つか 2 つかもしれないが、その実績を着実に積み重ねていくとともに解決できなかった問題はそ

の障壁を明らかにし、今後の参考にすることが国際拠点化を進める上で重要なことである。（第 1
回委員会岡田委員長挨拶）｣という考えに立って、着実に進めることが肝要である。 
これまでの委員会での議論及びその後の実務的作業を通して、課題解決の障壁を抽出し、機構

の実情を明確化するとともに、要望がありながらも取り組まれることのなかった各課題に関する

検討に着手してきた。これらの課題や課題解決の達成状況等を参考資料 3、参考資料 4 にまとめ

た。震災の影響などもあり、未だ解決されてない課題は多いものの、部分的ではあるが、解決、

改善されてきたことは大きな成果であると考えている。 
 委員会では、国際拠点化を進めるために、今後も課題の分析を進め、どのようにすれば現在の

障壁を克服できるか、若しくはそれに代わる手段は何かなど、より建設的な議論を展開していき

たいと考えている。 
 この報告書とともに、各部署において是非取り組んでいただきたい重点項目をまとめ、別途提

言書を作成した。各部署においても、これらを参考に機構の国際拠点化が推進されることを期待

する。 
 

以 上 
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氏名(Name) 職位(Job Title)

池田　要 特別研究員

Kaname Ikeda Scientific Counselor 

池田　裕二郎 J－PARCセンター長

Yujiro Ikeda Director, J-PARC Center 

岡田　漱平 特別顧問

Sohei Okada Special Adviser to the President

小川　徹 原子力基礎工学研究部門長

Toru Ogawa
Director General, Nuclear Science and Engineering
Directorate

小川　益郎 原子力水素・熱利用研究センター長

Masuro Ogawa
Director, Nuclear Hydrogen and Heat Application
Research Center

荻野　伸明 青森研究開発センター所長

Nobuaki Ogino 
Director General, Aomori Research and
Development Center

加倉井　和久 量子ビーム応用研究部門長

Kazuhisa Kakurai 
Director General, Quantum Beam Science
Directorate

河村　弘 大洗研究センター副所長

Hiroshi Kawamura
Deputy Director General, Oarai Research and
Development Center

佐久間　実 敦賀本部産学連携事業統括

Minoru Sakuma
General Manager, Industrial Collaboration Promotion
Department

佐藤　一彦 東海研究開発センター長代理

Kazuhiko Sato
Deputy Director, Tokai Research and Development
Center

杉本　純 原子力人材育成センター長

Jun Sugimoto Director, Nuclear Human Resource Development Center

鈴木　侃 青森研究開発センター所長

Tsuyoshi Suzuki 
Director General, Aomori Research and
Development Center

千崎　雅生 核不拡散・核セキュリティ総合支援センター長

Masao Senzaki 
Director, Integrated Support Center for Nuclear
Nonproliferation and Nuclear Security

委員 Member（2011.1～2012.3）

委員 Member（2011.1～）

委員 Member（2011.1～）

任期(Term)

委員 Member（2012.4～）

委員 Member（2012.4～）

委員 Member（2012.4～）

参考資料１　国際拠点化推進委員会委員名簿

委員 Member（2011.1～2012.3）

委員長 Chairman
（2011.1～2012.3）

委員 Member（2012.4～）

委員 Member（2011.1～2012.3）

委員 Member（2011.1～）

委員 Member（2011.1～2011.3）

委員 Member（2011.1～2011.9）

委員 Member（2011.4～）

付録
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田那部　俊勝 東海研究開発センター長代理

Toshikatsu Tanabe
Deputy Director, Tokai Research and Development
Center

茅野　政道 原子力基礎工学研究部門長

Masamichi Chino 
Director General, Nuclear Science and Engineering
Directorate

中明　勝彦 敦賀本部産学連携事業統括者

Katsuhiko Nakaaki
Senior Officer, Collaboration Project with Industries and
Universities, Tsuruga Head Office

南波　秀樹 理事

Hideki Namba Executive Director

永宮　正治 J－PARCセンター長

Shoji Nagamiya Director, J-PARC Center 

二宮　博正 那珂核融合研究所長

Hiromasa Ninomiya Director General, Naka Fusion Institute

橋本　和一郎 国際部長

Kazuichiro Hashimoto Director, International Affairs Department

藤井　文人 東濃地科学センター所長

Fumito Fujii Director General, Tono Geoscience Center 

ポール・ボルトン 光医療研究連携センター副センター長

Paul Bolton Deputy Director, Photo Medical Research Center

前川　禎通 先端基礎研究センター長

Sadamichi Maekawa Director, Advanced Science Research Center

森　雅博 那珂核融合研究所長

Masahiro Mori Director General, Naka Fusion Institute

山下　清信 原子力人材育成センター長

Kiyonobu Yamashita Director, Nuclear Human Resource Development Center

吉川　隆志 国際部長

Takashi Yoshikawa Director, International Affairs Department

吉田　東雄 東濃地科学センター所長

Azumao Yoshida Director General, Tono Geoscience Center 

委員 Member（2011.4～）

委員 Member（2011.4～）

委員 Member（2011.1～2011.9）

委員 Member（2011.10～）

委員 Member（2011.10～）

委員 Member（2012.4～）

委員 Member（2012.4～）

委員 Member（2011.10～）

委員 Member（2011.1～2012.3）
委員長 Cairman（2012.4～）

委員 Member（2011.1～）

委員 Member（2011.1～2011.3）

※理事、特別顧問は現在の職名、その他委員は当時の職名
※Dr. Namba, Executive Director and Dr. Okada, Special Adviser to the President, their job titles are present one.
   Other Member's job titles were assigned when they were the members of JII.

委員 Member（2011.1～2011.9）

委員 Member（2011.1～2012.3）

委員 Member（2011.1～2012.3）
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氏名(Name) 職位(Job Title)

及川　哲邦 国際部　次長

Tetuskuni Oikawa
Deputy Director, International Fellowship Section,
International Affairs Department

星野　淳子 国際部　国際交流課長代理

Junko Hoshino
Deputy General Manager, International Fellowship Section,
International Affairs Department

笹島　栄夫 国際部　国際交流課　研究副主幹

Hideo Sasajima
Assistant Principal Researcher, International Fellowship
Section, International Affairs Department

海老澤　宏文 国際部　国際交流課

Hirobumi Ebisawa
Officer, International Fellowship Section, International Affairs
Department

【事務局　Secretariats】
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分野 組織名、拠点名

1 CERN

2 RAL

海外機関との連携・協
力

3 J-PARC

4 KEK

5 J-PARC

6
KEK、J-PARC、
CERN、ITER、
RAL、青森

7 青森

在留資格 8 KEK

9 RAL

10
CERN、ITER、
RAL、青森

11 J-PARC（KEK）

交通手段 12 CERN

13 CERN

14 CERN

15
KEK、東海、関
西、青森

16 KEK

17 青森

18 青森

19 青森

20 青森

21 国際部

22 J-PARC

23 J-PARC

24 KEK

25 KEK

26 国際部

27 KEK

28 CERN

29 CERN、KEK

30 KEK、青森

31 KEK、青森

32 RAL

33 KEK

34 KEK

35 CERN

36 青森

37 RAL

38 KEK

39 CERN J-PARC

40 J-PARC

41 CERN

42 KEK

43 CERN

参考資料2　国際拠点化にかかわる良好事例、課題、提案について

全ての公募情報に英語併記

海外での就職説明会の開催

Users'Committeeの設置

ユーザーズオフィス委員会の設置

学生、教師、若手研究者向けの各種プログラムを企画

トライアルユースの実施

ホームページに　"e-recruitment"を設け、学生インターン等を積極的に募集

ユーザーグループごとにアカウントを作成し、アカウントを利用して資材調達を行う。

英語での構内放送

英語による生活案内 "Life in JAEA"の作成

ホームページに茨城県国際交流協会、茨城県観光物産協会へのリンク

教育

１　良好事例　【各機関及び機構内拠点・部門の取組】

建物・部屋名の英語表示

リクエストフォームによるワンストップサービス（IDカード、居室、実験室、什器、PC、ネットワーク、宿舎、交
通手段等々）

事務職員向け英会話教室開設

日本語教室開設

CERN 管理部門とユーザー代表との対話の場を設定

英語による放射線防護・一般安全テキスト、緊急時マニュアルの作成

国際交流委員会の設置

国際化委員会の設置

ユーザーズオフィス、ウエルカムオフィス

ＢＡコーディネータ配置、常時対応（緊急時は携帯により365日、24時間対応）

インド人研究者へのビザ発給円滑化を当局に繰り返しアピール

短期滞在者用の宿舎を逐次増設（60室→120室→180室予定）

地元不動産業者等或いは地域行政と連携した宿舎の紹介、斡旋、手続代行

ユーザー用宿舎を新規に整備（49室）

共用レンタカーの配備

２つの食堂、銀行、郵便局、売店、保健センター、旅行会社、託児所、幼稚園、スポーツ施設、家族への配
慮（IDカード発行、プレイルーム設置）

高校への外国人受入れ働きかけ

オンラインサービスの充実（基本的に全てのサービスがウェブで申込み可能）

食堂メニューの英語併記

ベジタリアンメニューの提供

環境整備の詳細なアクションプランを作成

消防署、警察署との緊急時対応連携システムを構築し、システムに沿った「110・119通報」の仕方を外国
人に周知

セミナー等の案内に英語併記

オンラインサービスの充実（電子会議、成果のアーカイブ等々）

青森管理部門がEU研究者代表との定例会合の場を設定（別途文科省や村も家族を含めた形で各々実
施）

入国管理、各種検診、通院、救急・緊急時対応、運転免許取得・更新などへの個別密着支援。地元イベン
トへの参加支援

英語による生活案内や問診票、領収書、契約書等生活上必要となる文書の英訳

内容

人材確保

設備投資等に関して計画的に年次展開を図り魅力的な研究機関にする取組を継続
研究施設の新設や改修、宿舎、食堂にも投資

積極的に各国と協力協定を締結することにより、多額の資金獲得に成功。継続的な投資が可能に。

ISIS、SNS、CERN等との協力、韓国との協力、アジアコミュニティ連合の活用、海外からの資金の活用

宿泊施設情報を掲載、村内飲食店英語対応。外国人の要望等を情報提供。

小中学校実態調査（外国人への対応状況）

国際化戦略・資金獲得

支援窓口・コンタクト
パーソン

宿舎

ユーザー育成

研究環境

国際化検討組織

ユーザーとのコミュニ
ケーション

会話能力

生活環境
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44 J-PARC

45 CERN

46 CERN、青森

47 RAL

48 RAL

49 ＩＴＥＲ、青森

分野 都市名

1 六ヶ所

2 ジュネーブ

3 ジュネーブ

4 カダラッシュ

5 六ヶ所

6 つくば

7 六ヶ所

8 つくば

9 つくば

10 六ヶ所

11 六ヶ所

12 六ヶ所

13 六ヶ所

14 六ヶ所

都市計画 15 ジュネーブ

３　課題 【現状】 【背景・要因】

分野 範囲

1 良い人材を見つけてもすぐ採用できない。 ⇒
部門長・拠点長に採用に関する権限がない。3-5
年の任期付き職員等の制度での雇用など、正職
員採用に向けた戦略的雇用策がない。

機構全体

2 研究者の受入に際して国籍の制限がある。 ⇒ 政府の核不拡散・安全保障政策 機構全体

3
外国人研究者が日本国内で研究活動資金（科研
費等）を獲得することが難しい。

⇒
外国人研究者のための戦略的な予算獲得方
策、外国人が科研費等を獲得できるような組織
としてのフォロー体制がない。

機構全体

家族の就労 4
多くの研究者が、その配偶者が日本で就労できな
いことが、長期滞在する際の障害となっている。

⇒
言葉の壁、ビザ取得（就労ビザ）の問題。就職
あっせん制度がない。

機構全体

5
家族で来日している研究者は、子弟教育の問題
があり少ない。

J-PARC

6
六ヶ所の国際学校は中学校までのため、中学最
終学年あたりから帰国せざるを得ない例もある。

青森

7
国際学校に日本の研究者の子弟が入学できな
い。

⇒
国際学校が各種学校扱いであり、日本の学校
の卒業資格が得られない。

青森

若い人たちの思考が内向きで、外の世界への
関心はむしろ薄れてきている。所内の英会話教
室も無くなり、職員の英語力を伸ばそうという取
組がない。

年金の継続など、海外勤務への制度的障害が
ある。

事務系は数年で異動になり、英語能力、国際経
験に応じたキャリアパスが明確でない。

9 職員の高齢化、退職による人材不足 ⇒
若手の育成が不十分、人的資源の欠乏（機構
OB等の積極的な活用が必要では？）

原子力人材育成
センター

⇒ 国際学校と海外教育制度の互換性が低い。

各種検診やイベントの提供（コンベンションセンターでのコンサートでは外国人に招待券）

外国人と日本人を交えた家庭菜園を村が提供

最寄りの鉄道駅からCERNまでトラムを延伸予定

海外でのシンポジウムの開催、ニュースレターの発行

You Tubeにプロモーションビデオを投稿、ツイッターで実験の情報を発信

研究活動を一般の人々に理解してもらうため、立地地域等での事業説明会の実施及び定期的な施設
公開、ツアーの実施

安全

交通

家族の教育

日本語教室(週２回程度)　を村が実施

路線バスの行先に「番号」を表示

運転免許試験を英語で受験可能

英語による防災放送（青森センターBAコーディネータが対応）

青森センター作成緊急時対応連携システムの消防所、警察署への紹介

ジュネーブ市のウェルカムセンターが住居情報の提供に関する支援を実施

ジュネーブ市のウェルカムセンターが子弟教育機関情報の提供に関する支援を実施

国際学校を地元が設置・運営

国際学校を県・村が設置・運営

国際学校（修了資格認定校）の開校

新規計画を立ち上げる場合には、地域発展推進者として地域を巻き込む取組を行っている。

隣接する3研究所とともに地域連絡委員会を作り3か月に1回住民説明会を開催、地域理解に努めてい
る。

定期的な地域との会合において事業計画に関する情報を紹介

村営の短中期滞在者アパート、家族住宅を整備

情報発信

理解促進

宿舎

暮らし

外国人の雇用

機構全体⇒

平成23年度中に村内イントラネットを用いた防災告知端末を各庫に設置（村民同士のTV電話も無償提供）

２　良好事例【地域の対応】

内容

内容

機構内で、国際的に活躍できる人材が育っていな
い。

機構内人材

8

教育
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英語能力 10
事務職員の英語能力が低く、外国人への対応が
できない。

⇒ 研修システムがない。 機構全体

11
家族で来日している研究者は宿舎の問題がある
ため、単身で来日せざるをえないケースがある。

⇒
機構の宿舎が少ない。外国人受入れのホテル
がない。

J-PARC

12
良質な宿舎の確保（自炊のできる設備が整ってい
る宿舎）が難しい。

⇒ 福利厚生予算の欠乏

原子力人材育成セ
ンター、核不拡散・
核セキュリティ総合
支援センター

研究環境 13

ＣＥＲＮではネット会議や研究データベース、物品
調達システムなどの整備を、外注ではなくCERNの
デザイナーが統一的にシステム構築を行っている
が、機構にはその機能がない。

⇒
体系化されたシステム構築、システムデザイナー
の育成が行われていない。

機構全体

14
英語表示はおかしな英語にならないよう注意が必
要

⇒ ネイティブチェックができる部署がない。 機構全体

15 就業規程等の英文が提供されていない。 ⇒ 翻訳チームがない。 機構全体

16
メールアドレス、電話番号の検索システムの英語
バージョンが提供されていない。

⇒ 翻訳チームがない。 機構全体

17
服務管理システムの英語バージョンが提供されて
いない。

⇒ 翻訳チームがない。 機構全体

⇒
最寄り駅からの公共交通機関がない。
（交通機関がある場合でも、運用本数が極端に
すくない）

東海、青森

⇒ ユーザー等に対する送迎システムがない。 J-PARC

荷物の発送支援 19

日本での研究を始める時と研究が終わる時の荷
物の配送には、大変な時間がかかる。（特に、税
関対応）。ＣＥＲNでは、これを常設の配送部門で
行い、自宅や宿舎で荷物を受け取る引越し業者を
手配し、引越し先への配送の全てを手配している
が、機構にはこのようなサービスがない。

⇒
来日から離日まで一貫してケアする仕組みがな
い。

機構全体

20
機構では会議費使用に制限が多く、レセプション
開催が難しい。

⇒
会議費の制限が厳しい。（公的資金使用の制
限）

機構全体

21
海外では、研修機関が企画し、週末に観光地を案
内するなどの行事が行われることが多いが、機構
の研修では実施していない。

⇒ 費用が負担できない。対応者が確保できない。 機構全体

情報交流の場の確保 22
研究者同士が気軽に情報交流を行える場（カフェ
テリアなど）がない。

⇒ 福利厚生予算の欠乏 機構全体

４　提案

国際化に関心、意欲のある実務者による少人数のローカルチームの立ち上げ（本委員会の委員がリーダーシップをとる）

ホスピタリティ

宿舎

英語化

交通 交通が不便18
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分
野

名
称

所
掌

英
語

化
の

状
況

今
後

の
対

応

情
報

発
信

機
構

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

広
報

部
対

応
済

み
（
英

語
版

あ
り

）
、

内
容

向
上

の
た

め
検

討
中

募
集

要
項

（
H

P
等

掲
載

）
人

事
部

対
応

済
み

（
英

語
版

あ
り

）
就

職
情

報
サ

イ
ト

「
リ

ク
ナ

ビ
」
（
新

卒
採

用
の

み
）

人
事

部
未

対
応

履
歴

書
（
J
A

E
A

指
定

フ
ォ

ー
マ

ッ
ト

）
人

事
部

対
応

済
み

（
英

語
版

あ
り

）
試

験
会

場
等

へ
の

ア
ク

セ
ス

案
内

（
H

P
等

掲
載

）
人

事
部

対
応

済
み

（
英

語
版

あ
り

）
生

活
の

手
引

国
際

部
対

応
済

み
（
英

語
版

あ
り

）
緊

急
時

の
対

応
国

際
部

対
応

済
み

（
英

語
版

あ
り

）
サ

イ
ト

内
地

図
拠

点
安

全
管

理
部

署
一

部
対

応
済

み
（
J
-
P

A
R

C
等

）
サ

イ
ト

内
道

路
・
建

物
等

標
示

拠
点

総
務

担
当

部
署

一
部

対
応

済
み

（
原

科
研

、
J
-
P

A
R

C
等

）
雇

用
契

約
書

（
任

期
付

研
究

員
、

博
士

研
究

員
等

）
人

事
部

対
応

済
み

（
英

語
版

あ
り

）
給

与
振

込
（
変

更
）
依

頼
書

(注
意

事
項

)
人

事
部

対
応

済
み

（
英

語
版

あ
り

）
給

与
等

振
込

(変
更

)依
頼

書
(給

与
振

込
依

頼
書

)
人

事
部

対
応

済
み

（
英

語
版

あ
り

）
給

与
等

振
込

(変
更

)依
頼

書
(給

与
振

込
兼

定
額

振
込

利
用

申
請

書
)

人
事

部
対

応
済

み
（
英

語
版

あ
り

）

扶
養

親
族

届
(記

入
例

)
人

事
部

対
応

済
み

（
英

語
版

あ
り

）
通

勤
届

・
住

所
届

(記
入

例
)

人
事

部
対

応
済

み
（
英

語
版

あ
り

）
住

居
届

(記
入

例
)

人
事

部
対

応
済

み
（
英

語
版

あ
り

）
単

身
赴

任
届

(記
入

例
)

人
事

部
対

応
済

み
（
英

語
版

あ
り

）
転

勤
等

伴
う

住
居

手
当

・
単

身
赴

任
手

当
現

況
確

認
書

人
事

部
対

応
済

み
（
英

語
版

あ
り

）
扶

養
控

除
等

(異
動

)申
告

書
(記

入
例

)
人

事
部

対
応

済
み

（
英

語
版

あ
り

）
健

康
保

険
被

扶
養

者
(異

動
)届

(記
入

例
)

人
事

部
対

応
済

み
（
英

語
版

あ
り

）
被

保
険

者
認

定
の

際
の

添
付

書
類

一
覧

人
事

部
対

応
済

み
（
英

語
版

あ
り

）
被

扶
養

者
状

況
届

(記
入

例
)

人
事

部
対

応
済

み
（
英

語
版

あ
り

）
厚

生
年

金
保

険
被

保
険

者
住

所
変

更
届

(記
入

例
)

人
事

部
対

応
済

み
（
英

語
版

あ
り

）
国

民
年

金
第

3
号

被
保

険
者

資
格

取
得

届
(記

入
例

)
人

事
部

対
応

済
み

（
英

語
版

あ
り

）
国

民
年

金
被

保
険

者
住

所
変

更
届

(記
入

例
)

人
事

部
対

応
済

み
（
英

語
版

あ
り

）
厚

生
年

金
基

金
一

時
金

給
付

裁
定

・
支

給
請

求
書

(記
入

人
事

部
対

応
済

み
（
英

語
版

あ
り

）
厚

生
年

金
基

金
中

途
脱

退
者

選
択

書
(記

入
例

)
人

事
部

対
応

済
み

（
英

語
版

あ
り

）
健

康
診

断
書

人
事

部
対

応
済

み
（
英

語
版

あ
り

）
宿

舎
規

程
人

事
部

未
対

応
優

先
的

に
検

討
社

宅
・
寮

入
居

申
込

書
各

拠
点

厚
生

担
当

部
署

一
部

対
応

済
（
東

海
地

区
）

社
宅

・
寮

利
用

の
し

お
り

各
拠

点
厚

生
担

当
部

署
一

部
対

応
済

（
真

砂
国

際
寮

）
電

子
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

申
請

（
変

更
）
手

続
シ

ス
テ

ム
計

算
科

学
セ

ン
タ

ー
一

部
対

応
済

（
申

請
入

力
画

面
の

み
）

IP
ア

ド
レ

ス
申

請
（
変

更
）
手

続
シ

ス
テ

ム
計

算
科

学
セ

ン
タ

ー
一

部
対

応
済

（
申

請
入

力
画

面
の

み
）

就
業

規
程

（
関

係
通

達
等

を
含

む
）

人
事

部
対

応
済

み
（
英

語
版

あ
り

）
裁

量
労

働
制

等
に

関
す

る
マ

ニ
ュ

ア
ル

人
事

部
対

応
済

み
（
英

語
版

あ
り

）
研

修
資

料
新

入
職

員
研

修
資

料
（
主

に
新

卒
採

用
者

を
対

象
）

人
事

部
（
作

成
は

各
担

当
部

署
）

未
対

応
全

体
機

構
法

総
務

部
対

応
済

み
（
英

語
版

あ
り

）
イ

ン
ト

ラ
（
外

国
人

向
け

イ
ン

ト
ラ

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト
）

国
際

部
対

応
済

み
（
英

語
版

あ
り

）
内

線
番

号
検

索
シ

ス
テ

ム
総

務
部

未
対

応
優

先
的

に
検

討
外

部
発

表
票

シ
ス

テ
ム

研
究

技
術

情
報

部
対

応
済

み
（
英

語
版

あ
り

）
服

務
管

理
服

務
管

理
シ

ス
テ

ム
（
リ

シ
テ

ア
）

人
事

部
対

応
済

み
（
英

語
版

あ
り

）
旅

費
規

程
（
関

係
通

達
等

を
含

む
）

人
事

部
未

対
応

優
先

的
に

検
討

旅
費

支
給

の
手

引
人

事
部

未
対

応
優

先
的

に
検

討
出

張
命

令
書

人
事

部
未

対
応

外
勤

旅
費

請
求

書
（
外

勤
命

令
・
旅

費
請

求
書

）
人

事
部

未
対

応
外

国
出

張
シ

ス
テ

ム
国

際
部

未
対

応
外

国
出

張
旅

費
支

給
の

手
引

国
際

部
未

対
応

海
外

療
養

費
支

給
申

請
書

人
事

部
対

応
済

み
（
英

語
版

あ
り

）
給

与
明

細
配

信
手

続
人

事
部

未
対

応
優

先
的

に
検

討
退

職
所

得
申

告
書

(記
入

例
)

人
事

部
未

対
応

優
先

的
に

検
討

家
族

関
係

事
項

変
更

届
人

事
部

未
対

応
改

姓
名

届
人

事
部

未
対

応
旧

姓
使

用
（
開

始
・
中

止
届

）
人

事
部

未
対

応
健

康
保

険
被

保
険

者
被

保
険

者
・
被

扶
養

者
　

氏
名

・
生

年
月

日
・
続

柄
変

更
（
訂

正
）
届

人
事

部
未

対
応

異
動

時
等

に
お

け
る

貸
与

物
返

却
等

に
関

す
る

注
意

事
人

事
部

未
対

応
引

越
見

積
依

頼
書

人
事

部
未

対
応

引
越

見
積

チ
ェ

ッ
ク

表
人

事
部

未
対

応
引

越
完

了
報

告
書

・
移

転
料

精
算

請
求

書
人

事
部

未
対

応
赴

任
旅

費
請

求
書

人
事

部
未

対
応

育
児

休
業

申
出

書
人

事
部

未
対

応
育

児
休

業
等

対
象

児
出

生
届

人
事

部
未

対
応

育
児

休
業

取
得

者
終

了
届

人
事

部
未

対
応

育
児

の
た

め
の

所
定

外
勤

務
（
時

間
外

勤
務

・
休

日
労

働
）

免
除

申
請

書
人

事
部

未
対

応

育
児

・
介

護
の

た
め

の
所

定
外

勤
務

（
時

間
外

勤
務

・
休

日
労

働
）
制

限
申

請
書

人
事

部
未

対
応

育
児

休
業

取
得

に
伴

う
社

会
保

険
手

続
（
説

明
資

料
）

人
事

部
未

対
応

外
部

講
習

会
等

申
込

書
・
参

加
報

告
書

人
事

部
未

対
応

時
間

外
労

働
又

は
休

日
労

働
の

（
免

除
・
制

限
）
申

請
書

人
事

部
未

対
応

管
理

区
域

入
退

記
録

シ
ス

テ
ム

利
用

登
録

書
人

事
部

未
対

応
優

先
的

に
検

討
食

堂
の

利
用

申
請

各
拠

点
厚

生
担

当
部

署
未

対
応

優
先

的
に

検
討

食
堂

の
メ

ニ
ュ

ー
各

拠
点

厚
生

担
当

部
署

対
応

済
み

（
外

国
人

駐
在

拠
点

に
は

英
語

版
あ

り
、

豚
肉

等
使

用
時

の
表

示
あ

り
）

管
財

機
構

外
で

の
情

報
処

理
に

関
す

る
許

可
申

請
書

・
誓

約
書

兼
　

パ
ソ

コ
ン

等
物

品
持

出
し

申
請

書
財

務
部

未
対

応
優

先
的

に
検

討

パ
ソ

コ
ン

等
デ

ー
タ

消
去

確
認

書
シ

ス
テ

ム
計

算
科

学
セ

ン
タ

ー
未

対
応

優
先

的
に

検
討

W
e
bm

ai
lロ

グ
イ

ン
シ

ス
テ

ム
計

算
科

学
セ

ン
タ

ー
対

応
済

み
（
英

語
版

あ
り

）
発

明
届

産
学

連
携

部
未

対
応

科
学

研
究

費
補

助
金

（
科

研
費

）
申

請
産

学
連

携
部

一
部

対
応

済
み

（
英

語
で

も
可

能
な

フ
ォ

ー
ム

の
み

対
応

）
人

事
評

価
規

程
人

事
部

未
対

応
優

先
的

に
検

討
人

事
評

価
表

人
事

部
未

対
応

優
先

的
に

検
討

人
事

評
価

マ
ニ

ュ
ア

ル
人

事
部

未
対

応
優

先
的

に
検

討
利

用
カ

ー
ド

申
請

研
究

技
術

情
報

部
対

応
済

み
（
英

語
版

あ
り

）
所

蔵
図

書
検

索
研

究
技

術
情

報
部

対
応

済
み

（
英

語
版

あ
り

）
E
ジ

ャ
ー

ナ
ル

検
索

研
究

技
術

情
報

部
対

応
済

み
（
英

語
版

あ
り

）
E
ブ

ッ
ク

ス
検

索
研

究
技

術
情

報
部

対
応

済
み

（
英

語
版

あ
り

）
計

算
機

利
用

大
型

計
算

機
利

用
申

請
シ

ス
テ

ム
計

算
科

学
セ

ン
タ

ー
対

応
済

み
（
英

語
版

あ
り

）
ゲ

ス
ト

ネ
ッ

ト
利

用
申

請
シ

ス
テ

ム
計

算
科

学
セ

ン
タ

ー
対

応
済

み
（
英

語
版

あ
り

）
財

務
・
経

理
G

L
O

V
IA

（
契

約
請

求
票

、
予

算
使

用
票

）
財

務
部

未
対

応
輸

出
管

理
規

程
国

際
部

未
対

応
輸

出
管

理
説

明
資

料
国

際
部

未
対

応
輸

出
管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

国
際

部
未

対
応

教
育

E
-
ラ

ー
ニ

ン
グ

各
所

掌
部

署
対

応
済

み
（
英

語
版

あ
り

）
従

業
員

向
け

資
料

『
原

子
力

機
構

の
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
』

法
務

室
対

応
済

み
（
英

語
版

あ
り

）
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
ケ

ー
ス

ブ
ッ

ク
法

務
室

未
対

応
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
法

務
室

未
対

応
セ

ク
ハ

ラ
・
パ

ワ
ハ

ラ
防

止
指

針
人

事
部

対
応

済
み

（
英

語
版

あ
り

）
そ

の
他

拠
点

規
程

集
各

拠
点

文
書

担
当

部
署

一
部

対
応

済
み

※
本

表
は

、
研

究
者

が
必

要
と

す
る

書
類

、
シ

ス
テ

ム
ツ

ー
ル

を
想

定
し

て
リ

ス
ト

化
し

た
も

の
で

あ
る

。
※

書
類

、
シ

ス
テ

ム
ツ

ー
ル

外
の

メ
ー

ル
に

よ
り

各
自

へ
届

く
各

種
案

内
・
周

知
は

こ
の

中
に

は
含

ん
で

い
な

い
。

給
与

・
労

務
手

続

図
書

館
利

用

輸
出

管
理

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

情
報

管
理

知
的

財
産

管
理

人
事

評
価

服
務

管
理

厚
生

（
２

）
採

用
時

に
関

係
す

る
書

類
、

ツ
ー

ル

給
与

給
与

・
労

務
手

続

諸
手

続
全

般

（
３

）
採

用
後

に
関

係
す

る
書

類
、

ツ
ー

ル

参
考

資
料

3
　

原
子

力
機

構
内

に
お

け
る

英
語

化
の

対
応

状
況

（
D

e
c
e
m

be
r 

2
0
1
2
）

採
用

厚
生

シ
ス

テ
ム

利
用

出
張

(１
)採

用
前

に
関

係
す

る
書

類
、

ツ
ー

ル

生
活

全
般
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優
先

度
A

優
先

度
B

優
先

度
C

【
分

野
】

N
o

【
現

状
】

【
背

景
・
要

因
】

【
実

施
主

体
】

【
具

体
的

施
策

】
【
優

先
度

】
備

考
現

在
の

取
り

組
み

状
況

今
後

の
取

り
組

み
予

定
、

課
題

拠
点

緊
急

時
の

構
内

ア
ナ

ウ
ン

ス
が

英
語

化
対

応
（
停

電
時

の
ア

ナ
ウ

ン
ス

対
応

も
含

む
）

A
【
青

森
】
平

時
、

緊
急

時
と

も
英

語
で

の
構

内
放

送
を

実
施

中
【
東

海
】
英

語
で

の
構

内
放

送
実

施
に

向
け

て
検

討
中

青
森

、
東

海
の

事
例

を
良

好
事

例
と

し
て

、
他

拠
点

へ
も

水
平

展
開

。

安
全

統
括

部
緊

急
地

震
速

報
の

英
語

化
対

応
A

安
全

統
括

部
に

聞
き

取
り

調
査

済
み

。
現

在
、

機
構

が
採

用
し

て
い

る
緊

急
地

震
速

報
の

英
語

版
は

発
売

さ
れ

て
い

な
い

。
構

内
放

送
に

て
適

宜
フ

ォ
ロ

ー
を

す
る

事
を

検
討

。

2
緊

急
時

（
災

害
、

事
故

等
）
に

お
け

る
国

際
寮

の
サ

ポ
ー

ト
体

制
が

な
い

。
拠

点
、

国
際

部
緊

急
時

の
国

際
寮

等
に

お
け

る
安

否
確

認
体

制
の

整
備

A
N

o
.8

　
の

研
究

者
の

一
元

管
理

の
問

題
と

と
も

に
取

り
組

む
こ

と
が

必
要

3
緊

急
時

（
災

害
、

事
故

等
）
の

対
応

物
品

の
備

蓄
が

な
い

。
拠

点
緊

急
時

に
備

え
た

物
品

の
整

備
A

【
東

海
】
国

際
部

、
東

海
に

て
真

砂
国

際
寮

の
非

常
用

物
品

を
整

備
（
H

2
5
年

1
月

）
。

東
海

に
て

整
備

し
た

物
品

を
参

考
に

、
各

ロ
ー

カ
ル

チ
ー

ム
に

て
検

討
す

べ
き

内
容

と
し

て
整

理
。

国
際

部
、

人
事

部
入

所
時

に
お

け
る

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
資

料
の

英
語

化
A

実
施

済
み

（
H

2
4
年

3
月

）
英

語
版

イ
ン

ト
ラ

ポ
ー

タ
ブ

ル
サ

イ
ト

に
て

掲
載

（
H

2
4
年

1
0
月

）
（
課

題
）
内

容
が

改
訂

さ
れ

た
場

合
の

迅
速

な
対

応
。

拠
点

サ
イ

ト
内

地
図

・
寮

な
ど

の
資

料
の

英
語

化
（
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
上

の
留

意
点

と
の

考
慮

が
必

要
）

A

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

上
の

理
由

な
ど

も
あ

る
こ

と
な

ど
か

ら
、

各
拠

点
に

て
ど

こ
ま

で
情

報
を

出
せ

る
か

検
討

し
て

い
た

だ
く
こ

と
が

必
要

各
ロ

ー
カ

ル
チ

ー
ム

で
検

討
す

べ
き

内
容

と
し

て
整

理
。

各
ロ

ー
カ

ル
チ

ー
ム

に
て

検
討

。

人
員

把
握

5
外

国
人

研
究

者
数

が
一

元
的

に
管

理
・
把

握
で

き
て

い
な

い
。

人
事

部
、

国
際

部
、

各
施

設
毎

に
情

報
が

分
散

し
て

お
り

、
情

報
管

理
の

体
制

が
出

来
て

い
な

い
。

（
個

人
情

報
保

護
上

の
制

限
）

国
際

部
、

人
事

部
外

国
人

研
究

者
情

報
の

一
元

管
理

方
法

の
検

討
A

管
理

範
囲

（
身

分
、

期
間

）
、

管
理

方
法

な
ど

の
ル

ー
ル

を
決

め
た

上
で

管
理

す
る

こ
と

が
必

要
。

一
元

化
の

シ
ス

テ
ム

を
構

築
済

み
。

本
格

運
用

に
向

け
、

詳
細

を
関

係
部

署
と

調
整

中
。

本
格

運
用

実
施

。
（
H

2
5
年

度
中

の
開

始
を

目
標

と
す

る
。

）

ニ
ー

ズ
抽

出
6

外
国

人
か

ら
の

ニ
ー

ズ
を

抽
出

す
る

窓
口

が
な

い
。

国
際

部
窓

口
の

周
知

不
足

。
サ

イ
ト

内
窓

口
（
ロ

ー
カ

ル
チ

ー
ム

）
の

未
設

置
。

拠
点

国
際

部
相

談
窓

口
の

周
知

強
化

（
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

資
料

と
と

も
に

配
布

、
イ

ン
ト

ラ
の

整
備

）
。

サ
イ

ト
毎

の
相

談
窓

口
の

設
置

（
対

応
部

署
と

の
橋

渡
し

役
）
。

A
原

科
研

居
室

、
各

掲
示

板
に

貼
り

出
す

な
ど

の
地

道
な

取
り

組
み

が
必

要

英
語

版
イ

ン
ト

ラ
ポ

ー
タ

ル
サ

イ
ト

に
相

談
窓

口
の

情
報

を
掲

載
(H

2
4

年
1
0
月

)。
サ

イ
ト

毎
の

相
談

窓
口

に
つ

い
て

は
、

ロ
ー

カ
ル

チ
ー

ム
に

て
検

討
す

べ
き

内
容

と
し

て
整

理
。

家
族

の
就

労
7

多
く

の
研

究
者

は
、

そ
の

配
偶

者
が

日
本

で
就

労
す

る
こ

と
は

困
難

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

長
期

滞
在

す
る

際
の

障
害

と
な

っ
て

い
る

。

言
葉

の
壁

、
ビ

ザ
取

得
（
就

労
ビ

ザ
）
の

問
題

。
就

職
あ

っ
せ

ん
制

度
が

な
い

。

自
治

体
、

国
自

治
体

へ
の

働
き

か
け

（
就

職
サ

ポ
ー

ト
）

A

8
自

治
体

自
治

体
へ

の
働

き
か

け
（
イ

ン
タ

ー
ナ

シ
ョ

ナ
ル

ス
ク

ー
ル

の
誘

致
）

A

9
国

際
部

研
究

者
の

子
弟

帯
同

状
況

、
子

弟
教

育
に

対
す

る
ニ

ー
ズ

調
査

（
自

治
体

へ
の

働
き

か
け

の
材

料
と

す
る

）
A

宿
舎

1
0

家
族

で
来

日
し

て
い

る
研

究
者

は
宿

舎
の

問
題

が
あ

る
た

め
、

単
身

で
来

日
せ

ざ
る

を
え

な
い

ケ
ー

ス
が

あ
る

。

機
構

の
宿

舎
が

少
な

い
。

外
国

人
受

入
れ

の
ホ

テ
ル

が
な

い
。

自
治

体
自

治
体

へ
の

働
き

か
け

（
ホ

テ
ル

の
誘

致
）

A
【
東

海
】
東

海
村

国
際

化
推

進
事

務
連

絡
会

に
て

検
討

を
実

施
。

　
　

　
　

※
機

構
内

(J
-
P

A
R

C
ユ

ー
ザ

ー
を

含
む

）
の

状
況

調
査

済
み

。
【
東

海
】
今

後
も

検
討

を
継

続
。

研
究

環
境

1
1

Ｃ
Ｅ

Ｒ
Ｎ

で
は

ネ
ッ

ト
会

議
や

研
究

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

、
物

品
調

達
シ

ス
テ

ム
な

ど
の

整
備

を
、

外
注

で
は

な
く

C
E
R

N
の

デ
ザ

イ
ナ

ー
が

統
一

的
に

シ
ス

テ
ム

構
築

を
行

っ
て

い
る

が
、

機
構

に
は

そ
の

機
能

が
な

い
。

体
系

化
さ

れ
た

シ
ス

テ
ム

構
築

、
シ

ス
テ

ム
デ

ザ
イ

ナ
ー

の
育

成
が

行
わ

れ
て

い
な

い
。

計
算

セ
ン

タ
ー

各
シ

ス
テ

ム
の

統
合

、
シ

ス
テ

ム
デ

ザ
イ

ナ
ー

の
育

成
C

1
2

英
語

表
示

は
お

か
し

な
英

語
に

な
ら

な
い

よ
う

注
意

が
必

要
ネ

イ
テ

ィ
ブ

チ
ェ

ッ
ク

が
で

き
る

部
署

が
な

い
。

各
部

署
、

国
際

部
翻

訳
チ

ー
ム

が
な

い
B

C
⇒

B
　

構
内

標
記

、
マ

ニ
ュ

ア
ル

等
も

含
め

で
き

る
と

こ
ろ

か
ら

や
れ

ば
、

あ
る

程
度

は
で

き
る

は
ず

1
3

就
業

規
程

等
の

英
文

が
提

供
さ

れ
て

い
な

い
。

翻
訳

チ
ー

ム
が

な
い

。
各

部
署

、
国

際
部

書
類

・
ツ

ー
ル

等
の

英
訳

（
優

先
度

の
高

い
も

の
か

ら
実

施
）

A
一

部
対

応
済

み
〔
原

子
力

機
構

内
に

お
け

る
英

語
化

の
対

応
状

況
（
参

考
資

料
3
）
を

参
照

〕
必

要
性

を
考

慮
し

順
次

各
部

署
へ

依
頼

。

1
4

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
、

電
話

番
号

の
検

索
シ

ス
テ

ム
の

英
語

バ
ー

ジ
ョ

ン
が

提
供

さ
れ

て
い

な
い

。
翻

訳
チ

ー
ム

が
な

い
。

総
務

部
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

、
内

線
番

号
検

索
シ

ス
テ

ム
の

バ
イ

リ
ン

ガ
ル

化
C

1
5

服
務

管
理

シ
ス

テ
ム

の
英

語
バ

ー
ジ

ョ
ン

が
提

供
さ

れ
て

い
な

い
。

翻
訳

チ
ー

ム
が

な
い

。
労

務
部

マ
ニ

ュ
ア

ル
若

し
く
は

記
入

例
の

英
語

化
B

シ
ス

テ
ム

全
体

の
改

良
は

難
し

い
こ

と
か

ら
、

記
入

例
、

マ
ニ

ュ
ア

ル
等

の
英

語
化

で
対

応

服
務

管
理

シ
ス

テ
ム

を
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
し

、
日

英
併

記
に

て
運

用
済

み
。

〔
原

子
力

機
構

内
に

お
け

る
英

語
化

の
対

応
状

況
（
参

考
資

料
3
）

を
参

照
〕

一
部

併
記

未
対

応
な

箇
所

及
び

マ
ニ

ュ
ア

ル
等

の
英

訳
に

つ
い

て
は

、
今

後
順

次
対

応
予

定
（
課

題
）
内

容
が

改
訂

さ
れ

た
場

合
の

迅
速

な
対

応
。

最
寄

り
駅

か
ら

の
公

共
交

通
機

関
が

な
い

。
（
交

通
機

関
が

あ
る

場
合

で
も

、
運

用
本

数
が

極
端

に
少

な
い

）

自
治

体
自

治
体

へ
の

働
き

か
け

（
公

共
交

通
手

段
の

検
討

）
A

【
東

海
】
東

海
村

国
際

化
推

進
事

務
連

絡
会

に
て

検
討

を
実

施
。

　
　

　
　

※
機

構
内

(J
-
P

A
R

C
ユ

ー
ザ

ー
を

含
む

）
の

状
況

調
査

済
み

。
【
東

海
】
今

後
も

検
討

を
継

続
。

自
治

体
自

治
体

へ
の

働
き

か
け

（
送

迎
シ

ス
テ

ム
の

検
討

）
A

【
東

海
】
東

海
村

国
際

化
推

進
事

務
連

絡
会

に
て

検
討

を
実

施
。

　
　

　
　

※
機

構
内

(J
-
P

A
R

C
ユ

ー
ザ

ー
を

含
む

）
の

状
況

調
査

済
み

。
【
東

海
】
今

後
も

検
討

を
継

続
。

拠
点

公
用

車
、

レ
ン

タ
カ

ー
の

増
強

B

医
療

1
7

英
語

対
応

可
能

な
病

院
が

ど
こ

に
あ

る
か

分
か

ら
な

い
。

情
報

入
手

の
手

段
が

分
か

ら
な

い
国

際
部

、
拠

点
イ

ン
ト

ラ
等

で
の

情
報

提
供

A

英
語

版
イ

ン
ト

ラ
ポ

ー
タ

ル
サ

イ
ト

に
英

語
対

応
可

能
な

医
療

機
関

の
情

報
サ

イ
ト

へ
の

リ
ン

ク
を

掲
載

。
【
青

森
】
地

域
に

英
語

対
応

可
能

な
医

療
機

関
が

な
い

こ
と

か
ら

、
ロ

ー
カ

ル
チ

ー
ム

が
診

療
等

を
サ

ポ
ー

ト
。

国
際

部
と

各
地

域
の

ロ
ー

カ
ル

チ
ー

ム
が

連
携

し
、

各
地

域
の

情
報

の
更

な
る

把
握

に
努

め
、

提
供

で
き

る
よ

う
に

検
討

。

荷
物

の
発

送
支

援
1
8

日
本

で
の

研
究

を
始

め
る

時
と

研
究

が
終

わ
る

時
の

荷
物

の
配

送
に

は
、

大
変

な
時

間
が

か
か

る
。

（
特

に
、

税
関

対
応

）
。

Ｃ
Ｅ

Ｒ
N

で
は

、
こ

れ
を

常
設

の
配

送
部

門
で

行
い

、
自

宅
や

宿
舎

で
荷

物
を

受
け

取
る

引
越

し
業

者
を

手
配

し
、

引
越

し
先

へ
の

配
送

の
全

て
を

手
配

し
て

い
る

が
、

機
構

に
は

こ
の

よ
う

な
サ

ー
ビ

ス
が

な
い

。

来
日

か
ら

離
日

ま
で

一
貫

し
て

ケ
ア

す
る

仕
組

み
が

な
い

。

J
-
P

A
R

C
、

拠
点

、
国

際
部

受
入

れ
フ

ロ
ー

の
見

直
し

、
多

角
的

な
受

入
れ

シ
ス

テ
ム

の
構

築
検

討
B

1
9

機
構

で
は

会
議

費
使

用
に

制
限

が
多

く
、

レ
セ

プ
シ

ョ
ン

開
催

が
難

し
い

。

会
議

費
の

制
限

が
厳

し
い

。
（
公

的
資

金
使

用
の

制
限

）

国
際

部
、

総
務

部
会

議
費

使
用

制
限

の
緩

和
検

討
B

2
0

海
外

で
は

、
研

修
機

関
が

企
画

し
、

週
末

に
観

光
地

を
案

内
す

る
な

ど
の

行
事

が
行

わ
れ

る
こ

と
が

多
い

が
、

機
構

の
研

修
で

は
実

施
し

て
い

な
い

。

費
用

が
負

担
で

き
な

い
。

対
応

者
が

確
保

で
き

な
い

。
自

治
体

自
治

体
へ

の
働

き
か

け
（
国

際
交

流
協

会
等

へ
の

サ
ポ

ー
ト

依
頼

）
A

【
東

海
】
東

海
村

国
際

化
推

進
事

務
連

絡
会

に
て

検
討

を
実

施
。

　
　

　
　

※
機

構
内

(J
-
P

A
R

C
ユ

ー
ザ

ー
を

含
む

）
の

状
況

調
査

済
み

。
【
東

海
】
今

後
も

検
討

を
継

続
。

2
1

ス
カ

イ
プ

を
使

っ
て

海
外

の
客

員
研

究
員

と
T
V

会
議

を
行

い
た

い
が

、
ス

カ
イ

プ
の

イ
ン

ス
ト

ー
ル

が
禁

止
さ

れ
て

い
る

。

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

の
制

限
緩

和
、

代
替

手
段

の
検

討
・
各

部
署

へ
の

提
案

B
状

況
に

つ
い

て
調

査
を

実
施

。
（
ス

カ
イ

プ
は

イ
ン

ス
ト

ー
ル

禁
止

リ
ス

ト
に

は
含

ま
れ

て
い

な
い

）
（
課

題
）
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
ル

ー
ル

の
遵

守
。

2
2

外
国

人
招

へ
い

者
が

所
属

機
関

と
の

ス
ム

ー
ズ

な
連

絡
が

行
え

な
い

。

通
信

が
行

え
る

よ
う

に
す

べ
く
、

機
構

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

レ
ベ

ル
を

調
整

で
き

る
よ

う
に

改
善

C
状

況
に

つ
い

て
調

査
を

実
施

。
〔
外

部
ユ

ー
ザ

ー
向

け
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
シ

ス
テ

ム
（
ゲ

ス
ト

ネ
ッ

ト
）
を

推
奨

）

課
題

に
つ

い
て

解
決

策
を

検
討

。
（
課

題
）

①
居

室
の

プ
リ

ン
タ

ー
等

周
辺

機
器

が
使

え
な

い
。

②
イ

ン
ト

ラ
掲

載
の

ジ
ャ

ー
ナ

ル
等

が
読

め
な

い
。

③
イ

ン
ト

ラ
を

介
在

し
た

計
算

機
の

利
用

が
で

き
な

い
。

④
タ

イ
ム

ア
ウ

ト
の

時
間

が
短

す
ぎ

る
。

⑤
先

方
か

ら
送

ら
れ

て
き

た
メ

ー
ル

掲
載

の
リ

ン
ク

が
見

れ
な

い
。

情
報

交
流

の
場

の
確

保
2
3

研
究

者
同

士
が

気
軽

に
情

報
交

流
を

行
え

る
場

（
カ

フ
ェ

テ
リ

ア
な

ど
）
が

な
い

。
福

利
厚

生
予

算
の

欠
乏

拠
点

交
流

の
場

の
整

備
B

ス
ペ

ー
ス

を
設

置
す

る
場

所
に

つ
い

て
は

、
効

果
も

考
え

た
上

で
の

検
討

が
必

要

安
全

1
緊

急
時

（
災

害
、

事
故

等
）
の

外
国

人
に

対
す

る
情

報
提

供
が

不
十

分

外
国

人
ユ

ー
ザ

ー
等

の
増

加
を

予
測

し
て

い
な

か
っ

た
。

災
害

、
事

故
等

が
実

際
に

起
こ

る
こ

と
が

想
定

さ
れ

て
い

な
い

。

国
際

学
校

と
海

外
教

育
制

度
の

互
換

性
が

低
い

。

入
所

初
期

の
対

応
環

境
の

整
備

4
入

所
時

の
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

に
お

け
る

情
報

提
供

が
不

十
分

説
明

担
当

者
が

英
語

を
話

せ
な

い
。

ま
た

は
、

資
料

が
英

語
対

応
化

さ
れ

て
い

な
い

。

※
優

先
度

A
：
緊

急
性

若
し

く
は

重
要

性
が

高
く
、

且
つ

障
壁

（
例

：
経

済
的

負
担

、
人

的
・
時

間
的

負
担

、
制

度
的

制
限

）
が

比
較

的
低

い
と

考
え

ら
れ

る
こ

と
か

ら
、

優
先

的
に

検
討

す
べ

き
課

題
。

　
 優

先
度

B
：
緊

急
性

若
し

く
は

重
要

性
が

高
い

も
の

の
、

障
壁

（
例

：
経

済
的

負
担

、
人

的
・
時

間
的

負
担

、
制

度
的

制
限

）
が

比
較

的
高

い
と

考
え

ら
れ

る
検

討
す

べ
き

課
題

。
　

 優
先

度
C

：
緊

急
性

若
し

く
は

重
要

性
が

比
較

的
低

く
、

障
壁

（
例

：
経

済
的

負
担

、
人

的
・
時

間
的

負
担

、
制

度
的

制
限

）
が

非
常

に
高

い
と

考
え

ら
れ

る
検

討
す

べ
き

課
題

。

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
を

も
と

に
、

必
要

に
応

じ
て

自
治

体
へ

働
き

か
け

。
【
東

海
】
今

後
、

東
海

村
国

際
拠

点
化

推
進

事
務

連
絡

会
の

場
で

検
討

予
定

。

参
考

資
料

4
　

国
際

拠
点

化
推

進
に

向
け

た
解

決
す

べ
き

課
題

の
取

り
組

み
状

況
に

つ
い

て
（
D

e
c
e
m

b
e
r 

2
0
1
2
）

ホ
ス

ピ
タ

リ
テ

ィ

情
報

技
術

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

上
の

制
限

計
算

セ
ン

タ
ー

英
語

化

交
通

1
6

交
通

が
不

便

ユ
ー

ザ
ー

等
に

対
す

る
送

迎
シ

ス
テ

ム
が

な
い

。

ニ
ー

ズ
調

査
を

早
急

に
行

う
必

要
が

あ
る

外
国

人
へ

ニ
ー

ズ
調

査
の

た
め

、
ア

ン
ケ

ー
ト

実
施

済
み

。

家
族

の
教

育
家

族
で

来
日

し
て

い
る

研
究

者
は

、
子

弟
教

育
の

問
題

が
あ

り
少

な
い

。
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　国際単位系（SI）

乗数　 接頭語 記号 乗数　 接頭語 記号

1024 ヨ タ Ｙ 10-1 デ シ d
1021 ゼ タ Ｚ 10-2 セ ン チ c
1018 エ ク サ Ｅ 10-3 ミ リ m
1015 ペ タ Ｐ 10-6 マイクロ µ
1012 テ ラ Ｔ 10-9 ナ ノ n
109 ギ ガ Ｇ 10-12 ピ コ p
106 メ ガ Ｍ 10-15 フェムト f
103 キ ロ ｋ 10-18 ア ト a
102 ヘ ク ト ｈ 10-21 ゼ プ ト z
101 デ カ da 10-24 ヨ ク ト y

表５．SI 接頭語

名称 記号 SI 単位による値

分 min 1 min=60s
時 h 1h =60 min=3600 s
日 d 1 d=24 h=86 400 s
度 ° 1°=(π/180) rad
分 ’ 1’=(1/60)°=(π/10800) rad
秒 ” 1”=(1/60)’=(π/648000) rad

ヘクタール ha 1ha=1hm2=104m2

リットル L，l 1L=11=1dm3=103cm3=10-3m3

トン t 1t=103 kg

表６．SIに属さないが、SIと併用される単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

電 子 ボ ル ト eV 1eV=1.602 176 53(14)×10-19J
ダ ル ト ン Da 1Da=1.660 538 86(28)×10-27kg
統一原子質量単位 u 1u=1 Da
天 文 単 位 ua 1ua=1.495 978 706 91(6)×1011m

表７．SIに属さないが、SIと併用される単位で、SI単位で
表される数値が実験的に得られるもの

名称 記号 SI 単位で表される数値

キ ュ リ ー Ci 1 Ci=3.7×1010Bq
レ ン ト ゲ ン R 1 R = 2.58×10-4C/kg
ラ ド rad 1 rad=1cGy=10-2Gy
レ ム rem 1 rem=1 cSv=10-2Sv
ガ ン マ γ 1γ=1 nT=10-9T
フ ェ ル ミ 1フェルミ=1 fm=10-15m
メートル系カラット 1メートル系カラット = 200 mg = 2×10-4kg
ト ル Torr 1 Torr = (101 325/760) Pa
標 準 大 気 圧 atm 1 atm = 101 325 Pa

1cal=4.1858J（｢15℃｣カロリー），4.1868J
（｢IT｣カロリー）4.184J（｢熱化学｣カロリー）

ミ ク ロ ン µ  1 µ =1µm=10-6m

表10．SIに属さないその他の単位の例

カ ロ リ ー cal

(a)SI接頭語は固有の名称と記号を持つ組立単位と組み合わせても使用できる。しかし接頭語を付した単位はもはや

コヒーレントではない。

(b)ラジアンとステラジアンは数字の１に対する単位の特別な名称で、量についての情報をつたえるために使われる。

実際には、使用する時には記号rad及びsrが用いられるが、習慣として組立単位としての記号である数字の１は明

示されない。

(c)測光学ではステラジアンという名称と記号srを単位の表し方の中に、そのまま維持している。

(d)ヘルツは周期現象についてのみ、ベクレルは放射性核種の統計的過程についてのみ使用される。

(e)セルシウス度はケルビンの特別な名称で、セルシウス温度を表すために使用される。セルシウス度とケルビンの

単位の大きさは同一である。したがって、温度差や温度間隔を表す数値はどちらの単位で表しても同じである。

(f)放射性核種の放射能（activity referred to a radionuclide）は、しばしば誤った用語で”radioactivity”と記される。

(g)単位シーベルト（PV,2002,70,205）についてはCIPM勧告2（CI-2002）を参照。

（c）３元系のCGS単位系とSIでは直接比較できないため、等号「 」

は対応関係を示すものである。

（a）量濃度（amount concentration）は臨床化学の分野では物質濃度
（substance concentration）ともよばれる。

（b）これらは無次元量あるいは次元１をもつ量であるが、そのこと
を表す単位記号である数字の１は通常は表記しない。

名称 記号
SI 基本単位による

表し方

粘 度 パスカル秒 Pa s m-1 kg s-1

力 の モ ー メ ン ト ニュートンメートル N m m2 kg s-2

表 面 張 力 ニュートン毎メートル N/m kg s-2

角 速 度 ラジアン毎秒 rad/s m m-1 s-1=s-1

角 加 速 度 ラジアン毎秒毎秒 rad/s2 m m-1 s-2=s-2

熱 流 密 度 , 放 射 照 度 ワット毎平方メートル W/m2 kg s-3

熱 容 量 , エ ン ト ロ ピ ー ジュール毎ケルビン J/K m2 kg s-2 K-1

比熱容量，比エントロピー ジュール毎キログラム毎ケルビン J/(kg K) m2 s-2 K-1

比 エ ネ ル ギ ー ジュール毎キログラム J/kg m2 s-2

熱 伝 導 率 ワット毎メートル毎ケルビン W/(m K) m kg s-3 K-1

体 積 エ ネ ル ギ ー ジュール毎立方メートル J/m3 m-1 kg s-2

電 界 の 強 さ ボルト毎メートル V/m m kg s-3 A-1

電 荷 密 度 クーロン毎立方メートル C/m3 m-3 sA
表 面 電 荷 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 sA
電 束 密 度 ， 電 気 変 位 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 sA
誘 電 率 ファラド毎メートル F/m m-3 kg-1 s4 A2

透 磁 率 ヘンリー毎メートル H/m m kg s-2 A-2

モ ル エ ネ ル ギ ー ジュール毎モル J/mol m2 kg s-2 mol-1

モルエントロピー, モル熱容量ジュール毎モル毎ケルビン J/(mol K) m2 kg s-2 K-1 mol-1

照射線量（Ｘ線及びγ線） クーロン毎キログラム C/kg kg-1 sA
吸 収 線 量 率 グレイ毎秒 Gy/s m2 s-3

放 射 強 度 ワット毎ステラジアン W/sr m4 m-2 kg s-3=m2 kg s-3

放 射 輝 度 ワット毎平方メートル毎ステラジアン W/(m2 sr) m2 m-2 kg s-3=kg s-3

酵 素 活 性 濃 度 カタール毎立方メートル kat/m3 m-3 s-1 mol

表４．単位の中に固有の名称と記号を含むSI組立単位の例

組立量

SI 組立単位

名称 記号
面 積 平方メートル m2

体 積 立法メートル m3

速 さ ， 速 度 メートル毎秒 m/s
加 速 度 メートル毎秒毎秒 m/s2

波 数 毎メートル m-1

密 度 ， 質 量 密 度 キログラム毎立方メートル kg/m3

面 積 密 度 キログラム毎平方メートル kg/m2

比 体 積 立方メートル毎キログラム m3/kg
電 流 密 度 アンペア毎平方メートル A/m2

磁 界 の 強 さ アンペア毎メートル A/m
量 濃 度 (a) ， 濃 度 モル毎立方メートル mol/m3

質 量 濃 度 キログラム毎立法メートル kg/m3

輝 度 カンデラ毎平方メートル cd/m2

屈 折 率 (b) （数字の）　１ 1
比 透 磁 率 (b) （数字の）　１ 1

組立量
SI 基本単位

表２．基本単位を用いて表されるSI組立単位の例

名称 記号
他のSI単位による

表し方
SI基本単位による

表し方
平 面 角 ラジアン(ｂ) rad 1（ｂ） m/m
立 体 角 ステラジアン(ｂ) sr(c) 1（ｂ） m2/m2

周 波 数 ヘルツ
（ｄ） Hz s-1

力 ニュートン N m kg s-2

圧 力 , 応 力 パスカル Pa N/m2 m-1 kg s-2

エ ネ ル ギ ー , 仕 事 , 熱 量 ジュール J N m m2 kg s-2

仕 事 率 ， 工 率 ， 放 射 束 ワット W J/s m2 kg s-3

電 荷 , 電 気 量 クーロン A sC
電 位 差 （ 電 圧） , 起 電 力 ボルト V W/A m2 kg s-3 A-1

静 電 容 量 ファラド F C/V m-2 kg-1 s4 A2

電 気 抵 抗 オーム Ω V/A m2 kg s-3 A-2

コ ン ダ ク タ ン ス ジーメンス S A/V m-2 kg-1 s3 A2

磁 束 ウエーバ Wb Vs m2 kg s-2 A-1

磁 束 密 度 テスラ T Wb/m2 kg s-2 A-1

イ ン ダ ク タ ン ス ヘンリー H Wb/A m2 kg s-2 A-2

セ ル シ ウ ス 温 度 セルシウス度(ｅ) ℃ K
ンメール束光 lm cd sr(c) cd

スクル度照 lx lm/m2 m-2 cd
放射性核種の放射能

（ ｆ ）
ベクレル

（ｄ） Bq s-1

吸収線量, 比エネルギー分与,
カーマ

グレイ Gy J/kg m2 s-2

線量当量, 周辺線量当量, 方向

性線量当量, 個人線量当量
シーベルト

（ｇ） Sv J/kg m2 s-2

酸 素 活 性 カタール kat s-1 mol

表３．固有の名称と記号で表されるSI組立単位
SI 組立単位

組立量

名称 記号 SI 単位で表される数値

バ ー ル bar １bar=0.1MPa=100kPa=105Pa
水銀柱ミリメートル mmHg 1mmHg=133.322Pa
オングストローム Å １Å=0.1nm=100pm=10-10m
海 里 Ｍ １M=1852m
バ ー ン b １b=100fm2=(10-12cm)2=10-28m2

ノ ッ ト kn １kn=(1852/3600)m/s
ネ ー パ Np
ベ ル Ｂ   
デ ジ ベ ル dB       

表８．SIに属さないが、SIと併用されるその他の単位

SI単位との数値的な関係は、
　　　　対数量の定義に依存。

名称 記号

長 さ メ ー ト ル m
質 量 キログラム kg
時 間 秒 s
電 流 ア ン ペ ア A
熱力学温度 ケ ル ビ ン K
物 質 量 モ ル mol
光 度 カ ン デ ラ cd

基本量
SI 基本単位

表１．SI 基本単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

エ ル グ erg 1 erg=10-7 J
ダ イ ン dyn 1 dyn=10-5N
ポ ア ズ P 1 P=1 dyn s cm-2=0.1Pa s
ス ト ー ク ス St 1 St =1cm2 s-1=10-4m2 s-1

ス チ ル ブ sb 1 sb =1cd cm-2=104cd m-2

フ ォ ト ph 1 ph=1cd sr cm-2 104lx
ガ ル Gal 1 Gal =1cm s-2=10-2ms-2

マ ク ス ウ ｪ ル Mx 1 Mx = 1G cm2=10-8Wb
ガ ウ ス G 1 G =1Mx cm-2 =10-4T
エルステッド

（ ｃ ） Oe 1 Oe　  (103/4π)A m-1

表９．固有の名称をもつCGS組立単位

（第8版，2006年改訂）

　国際単位系（SI）

乗数　 接頭語 記号 乗数　 接頭語 記号

1024 ヨ タ Ｙ 10-1 デ シ d
1021 ゼ タ Ｚ 10-2 セ ン チ c
1018 エ ク サ Ｅ 10-3 ミ リ m
1015 ペ タ Ｐ 10-6 マイクロ µ
1012 テ ラ Ｔ 10-9 ナ ノ n
109 ギ ガ Ｇ 10-12 ピ コ p
106 メ ガ Ｍ 10-15 フェムト f
103 キ ロ ｋ 10-18 ア ト a
102 ヘ ク ト ｈ 10-21 ゼ プ ト z
101 デ カ da 10-24 ヨ ク ト y

表５．SI 接頭語

名称 記号 SI 単位による値

分 min 1 min=60s
時 h 1h =60 min=3600 s
日 d 1 d=24 h=86 400 s
度 ° 1°=(π/180) rad
分 ’ 1’=(1/60)°=(π/10800) rad
秒 ” 1”=(1/60)’=(π/648000) rad

ヘクタール ha 1ha=1hm2=104m2

リットル L，l 1L=11=1dm3=103cm3=10-3m3

トン t 1t=103 kg

表６．SIに属さないが、SIと併用される単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

電 子 ボ ル ト eV 1eV=1.602 176 53(14)×10-19J
ダ ル ト ン Da 1Da=1.660 538 86(28)×10-27kg
統一原子質量単位 u 1u=1 Da
天 文 単 位 ua 1ua=1.495 978 706 91(6)×1011m

表７．SIに属さないが、SIと併用される単位で、SI単位で
表される数値が実験的に得られるもの

名称 記号 SI 単位で表される数値

キ ュ リ ー Ci 1 Ci=3.7×1010Bq
レ ン ト ゲ ン R 1 R = 2.58×10-4C/kg
ラ ド rad 1 rad=1cGy=10-2Gy
レ ム rem 1 rem=1 cSv=10-2Sv
ガ ン マ γ 1γ=1 nT=10-9T
フ ェ ル ミ 1フェルミ=1 fm=10-15m
メートル系カラット 1メートル系カラット = 200 mg = 2×10-4kg
ト ル Torr 1 Torr = (101 325/760) Pa
標 準 大 気 圧 atm 1 atm = 101 325 Pa

1cal=4.1858J（｢15℃｣カロリー），4.1868J
（｢IT｣カロリー）4.184J（｢熱化学｣カロリー）

ミ ク ロ ン µ  1 µ =1µm=10-6m

表10．SIに属さないその他の単位の例

カ ロ リ ー cal

(a)SI接頭語は固有の名称と記号を持つ組立単位と組み合わせても使用できる。しかし接頭語を付した単位はもはや

コヒーレントではない。

(b)ラジアンとステラジアンは数字の１に対する単位の特別な名称で、量についての情報をつたえるために使われる。

実際には、使用する時には記号rad及びsrが用いられるが、習慣として組立単位としての記号である数字の１は明

示されない。

(c)測光学ではステラジアンという名称と記号srを単位の表し方の中に、そのまま維持している。

(d)ヘルツは周期現象についてのみ、ベクレルは放射性核種の統計的過程についてのみ使用される。

(e)セルシウス度はケルビンの特別な名称で、セルシウス温度を表すために使用される。セルシウス度とケルビンの

単位の大きさは同一である。したがって、温度差や温度間隔を表す数値はどちらの単位で表しても同じである。

(f)放射性核種の放射能（activity referred to a radionuclide）は、しばしば誤った用語で”radioactivity”と記される。

(g)単位シーベルト（PV,2002,70,205）についてはCIPM勧告2（CI-2002）を参照。

（c）３元系のCGS単位系とSIでは直接比較できないため、等号「 」

は対応関係を示すものである。

（a）量濃度（amount concentration）は臨床化学の分野では物質濃度
（substance concentration）ともよばれる。

（b）これらは無次元量あるいは次元１をもつ量であるが、そのこと
を表す単位記号である数字の１は通常は表記しない。

名称 記号
SI 基本単位による

表し方

粘 度 パスカル秒 Pa s m-1 kg s-1

力 の モ ー メ ン ト ニュートンメートル N m m2 kg s-2

表 面 張 力 ニュートン毎メートル N/m kg s-2

角 速 度 ラジアン毎秒 rad/s m m-1 s-1=s-1

角 加 速 度 ラジアン毎秒毎秒 rad/s2 m m-1 s-2=s-2

熱 流 密 度 , 放 射 照 度 ワット毎平方メートル W/m2 kg s-3

熱 容 量 , エ ン ト ロ ピ ー ジュール毎ケルビン J/K m2 kg s-2 K-1

比熱容量，比エントロピー ジュール毎キログラム毎ケルビン J/(kg K) m2 s-2 K-1

比 エ ネ ル ギ ー ジュール毎キログラム J/kg m2 s-2

熱 伝 導 率 ワット毎メートル毎ケルビン W/(m K) m kg s-3 K-1

体 積 エ ネ ル ギ ー ジュール毎立方メートル J/m3 m-1 kg s-2

電 界 の 強 さ ボルト毎メートル V/m m kg s-3 A-1

電 荷 密 度 クーロン毎立方メートル C/m3 m-3 sA
表 面 電 荷 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 sA
電 束 密 度 ， 電 気 変 位 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 sA
誘 電 率 ファラド毎メートル F/m m-3 kg-1 s4 A2

透 磁 率 ヘンリー毎メートル H/m m kg s-2 A-2

モ ル エ ネ ル ギ ー ジュール毎モル J/mol m2 kg s-2 mol-1

モルエントロピー, モル熱容量ジュール毎モル毎ケルビン J/(mol K) m2 kg s-2 K-1 mol-1

照射線量（Ｘ線及びγ線） クーロン毎キログラム C/kg kg-1 sA
吸 収 線 量 率 グレイ毎秒 Gy/s m2 s-3

放 射 強 度 ワット毎ステラジアン W/sr m4 m-2 kg s-3=m2 kg s-3

放 射 輝 度 ワット毎平方メートル毎ステラジアン W/(m2 sr) m2 m-2 kg s-3=kg s-3

酵 素 活 性 濃 度 カタール毎立方メートル kat/m3 m-3 s-1 mol

表４．単位の中に固有の名称と記号を含むSI組立単位の例

組立量

SI 組立単位

名称 記号
面 積 平方メートル m2

体 積 立法メートル m3

速 さ ， 速 度 メートル毎秒 m/s
加 速 度 メートル毎秒毎秒 m/s2

波 数 毎メートル m-1

密 度 ， 質 量 密 度 キログラム毎立方メートル kg/m3

面 積 密 度 キログラム毎平方メートル kg/m2

比 体 積 立方メートル毎キログラム m3/kg
電 流 密 度 アンペア毎平方メートル A/m2

磁 界 の 強 さ アンペア毎メートル A/m
量 濃 度 (a) ， 濃 度 モル毎立方メートル mol/m3

質 量 濃 度 キログラム毎立法メートル kg/m3

輝 度 カンデラ毎平方メートル cd/m2

屈 折 率 (b) （数字の）　１ 1
比 透 磁 率 (b) （数字の）　１ 1

組立量
SI 基本単位

表２．基本単位を用いて表されるSI組立単位の例

名称 記号
他のSI単位による

表し方
SI基本単位による

表し方
平 面 角 ラジアン(ｂ) rad 1（ｂ） m/m
立 体 角 ステラジアン(ｂ) sr(c) 1（ｂ） m2/m2

周 波 数 ヘルツ
（ｄ） Hz s-1

力 ニュートン N m kg s-2

圧 力 , 応 力 パスカル Pa N/m2 m-1 kg s-2

エ ネ ル ギ ー , 仕 事 , 熱 量 ジュール J N m m2 kg s-2

仕 事 率 ， 工 率 ， 放 射 束 ワット W J/s m2 kg s-3

電 荷 , 電 気 量 クーロン A sC
電 位 差 （ 電 圧） , 起 電 力 ボルト V W/A m2 kg s-3 A-1

静 電 容 量 ファラド F C/V m-2 kg-1 s4 A2

電 気 抵 抗 オーム Ω V/A m2 kg s-3 A-2

コ ン ダ ク タ ン ス ジーメンス S A/V m-2 kg-1 s3 A2

磁 束 ウエーバ Wb Vs m2 kg s-2 A-1

磁 束 密 度 テスラ T Wb/m2 kg s-2 A-1

イ ン ダ ク タ ン ス ヘンリー H Wb/A m2 kg s-2 A-2

セ ル シ ウ ス 温 度 セルシウス度(ｅ) ℃ K
ンメール束光 lm cd sr(c) cd

スクル度照 lx lm/m2 m-2 cd
放射性核種の放射能

（ ｆ ）
ベクレル

（ｄ） Bq s-1

吸収線量, 比エネルギー分与,
カーマ

グレイ Gy J/kg m2 s-2

線量当量, 周辺線量当量, 方向

性線量当量, 個人線量当量
シーベルト

（ｇ） Sv J/kg m2 s-2

酸 素 活 性 カタール kat s-1 mol

表３．固有の名称と記号で表されるSI組立単位
SI 組立単位

組立量

名称 記号 SI 単位で表される数値

バ ー ル bar １bar=0.1MPa=100kPa=105Pa
水銀柱ミリメートル mmHg 1mmHg=133.322Pa
オングストローム Å １Å=0.1nm=100pm=10-10m
海 里 Ｍ １M=1852m
バ ー ン b １b=100fm2=(10-12cm)2=10-28m2

ノ ッ ト kn １kn=(1852/3600)m/s
ネ ー パ Np
ベ ル Ｂ   
デ ジ ベ ル dB       

表８．SIに属さないが、SIと併用されるその他の単位

SI単位との数値的な関係は、
　　　　対数量の定義に依存。

名称 記号

長 さ メ ー ト ル m
質 量 キログラム kg
時 間 秒 s
電 流 ア ン ペ ア A
熱力学温度 ケ ル ビ ン K
物 質 量 モ ル mol
光 度 カ ン デ ラ cd

基本量
SI 基本単位

表１．SI 基本単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

エ ル グ erg 1 erg=10-7 J
ダ イ ン dyn 1 dyn=10-5N
ポ ア ズ P 1 P=1 dyn s cm-2=0.1Pa s
ス ト ー ク ス St 1 St =1cm2 s-1=10-4m2 s-1

ス チ ル ブ sb 1 sb =1cd cm-2=104cd m-2

フ ォ ト ph 1 ph=1cd sr cm-2 104lx
ガ ル Gal 1 Gal =1cm s-2=10-2ms-2

マ ク ス ウ ｪ ル Mx 1 Mx = 1G cm2=10-8Wb
ガ ウ ス G 1 G =1Mx cm-2 =10-4T
エルステッド

（ ｃ ） Oe 1 Oe　  (103/4π)A m-1

表９．固有の名称をもつCGS組立単位

（第8版，2006年改訂）

　国際単位系（SI）

乗数　 接頭語 記号 乗数　 接頭語 記号

1024 ヨ タ Ｙ 10-1 デ シ d
1021 ゼ タ Ｚ 10-2 セ ン チ c
1018 エ ク サ Ｅ 10-3 ミ リ m
1015 ペ タ Ｐ 10-6 マイクロ µ
1012 テ ラ Ｔ 10-9 ナ ノ n
109 ギ ガ Ｇ 10-12 ピ コ p
106 メ ガ Ｍ 10-15 フェムト f
103 キ ロ ｋ 10-18 ア ト a
102 ヘ ク ト ｈ 10-21 ゼ プ ト z
101 デ カ da 10-24 ヨ ク ト y

表５．SI 接頭語

名称 記号 SI 単位による値

分 min 1 min=60s
時 h 1h =60 min=3600 s
日 d 1 d=24 h=86 400 s
度 ° 1°=(π/180) rad
分 ’ 1’=(1/60)°=(π/10800) rad
秒 ” 1”=(1/60)’=(π/648000) rad

ヘクタール ha 1ha=1hm2=104m2

リットル L，l 1L=11=1dm3=103cm3=10-3m3

トン t 1t=103 kg

表６．SIに属さないが、SIと併用される単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

電 子 ボ ル ト eV 1eV=1.602 176 53(14)×10-19J
ダ ル ト ン Da 1Da=1.660 538 86(28)×10-27kg
統一原子質量単位 u 1u=1 Da
天 文 単 位 ua 1ua=1.495 978 706 91(6)×1011m

表７．SIに属さないが、SIと併用される単位で、SI単位で
表される数値が実験的に得られるもの

名称 記号 SI 単位で表される数値

キ ュ リ ー Ci 1 Ci=3.7×1010Bq
レ ン ト ゲ ン R 1 R = 2.58×10-4C/kg
ラ ド rad 1 rad=1cGy=10-2Gy
レ ム rem 1 rem=1 cSv=10-2Sv
ガ ン マ γ 1γ=1 nT=10-9T
フ ェ ル ミ 1フェルミ=1 fm=10-15m
メートル系カラット 1メートル系カラット = 200 mg = 2×10-4kg
ト ル Torr 1 Torr = (101 325/760) Pa
標 準 大 気 圧 atm 1 atm = 101 325 Pa

1cal=4.1858J（｢15℃｣カロリー），4.1868J
（｢IT｣カロリー）4.184J（｢熱化学｣カロリー）

ミ ク ロ ン µ  1 µ =1µm=10-6m

表10．SIに属さないその他の単位の例

カ ロ リ ー cal

(a)SI接頭語は固有の名称と記号を持つ組立単位と組み合わせても使用できる。しかし接頭語を付した単位はもはや

コヒーレントではない。

(b)ラジアンとステラジアンは数字の１に対する単位の特別な名称で、量についての情報をつたえるために使われる。

実際には、使用する時には記号rad及びsrが用いられるが、習慣として組立単位としての記号である数字の１は明

示されない。

(c)測光学ではステラジアンという名称と記号srを単位の表し方の中に、そのまま維持している。

(d)ヘルツは周期現象についてのみ、ベクレルは放射性核種の統計的過程についてのみ使用される。

(e)セルシウス度はケルビンの特別な名称で、セルシウス温度を表すために使用される。セルシウス度とケルビンの

単位の大きさは同一である。したがって、温度差や温度間隔を表す数値はどちらの単位で表しても同じである。

(f)放射性核種の放射能（activity referred to a radionuclide）は、しばしば誤った用語で”radioactivity”と記される。

(g)単位シーベルト（PV,2002,70,205）についてはCIPM勧告2（CI-2002）を参照。

（c）３元系のCGS単位系とSIでは直接比較できないため、等号「 」

は対応関係を示すものである。

（a）量濃度（amount concentration）は臨床化学の分野では物質濃度
（substance concentration）ともよばれる。

（b）これらは無次元量あるいは次元１をもつ量であるが、そのこと
を表す単位記号である数字の１は通常は表記しない。

名称 記号
SI 基本単位による

表し方

粘 度 パスカル秒 Pa s m-1 kg s-1

力 の モ ー メ ン ト ニュートンメートル N m m2 kg s-2

表 面 張 力 ニュートン毎メートル N/m kg s-2

角 速 度 ラジアン毎秒 rad/s m m-1 s-1=s-1

角 加 速 度 ラジアン毎秒毎秒 rad/s2 m m-1 s-2=s-2

熱 流 密 度 , 放 射 照 度 ワット毎平方メートル W/m2 kg s-3

熱 容 量 , エ ン ト ロ ピ ー ジュール毎ケルビン J/K m2 kg s-2 K-1

比熱容量，比エントロピー ジュール毎キログラム毎ケルビン J/(kg K) m2 s-2 K-1

比 エ ネ ル ギ ー ジュール毎キログラム J/kg m2 s-2

熱 伝 導 率 ワット毎メートル毎ケルビン W/(m K) m kg s-3 K-1

体 積 エ ネ ル ギ ー ジュール毎立方メートル J/m3 m-1 kg s-2

電 界 の 強 さ ボルト毎メートル V/m m kg s-3 A-1

電 荷 密 度 クーロン毎立方メートル C/m3 m-3 sA
表 面 電 荷 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 sA
電 束 密 度 ， 電 気 変 位 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 sA
誘 電 率 ファラド毎メートル F/m m-3 kg-1 s4 A2

透 磁 率 ヘンリー毎メートル H/m m kg s-2 A-2

モ ル エ ネ ル ギ ー ジュール毎モル J/mol m2 kg s-2 mol-1

モルエントロピー, モル熱容量ジュール毎モル毎ケルビン J/(mol K) m2 kg s-2 K-1 mol-1

照射線量（Ｘ線及びγ線） クーロン毎キログラム C/kg kg-1 sA
吸 収 線 量 率 グレイ毎秒 Gy/s m2 s-3

放 射 強 度 ワット毎ステラジアン W/sr m4 m-2 kg s-3=m2 kg s-3

放 射 輝 度 ワット毎平方メートル毎ステラジアン W/(m2 sr) m2 m-2 kg s-3=kg s-3

酵 素 活 性 濃 度 カタール毎立方メートル kat/m3 m-3 s-1 mol

表４．単位の中に固有の名称と記号を含むSI組立単位の例

組立量

SI 組立単位

名称 記号
面 積 平方メートル m2

体 積 立法メートル m3

速 さ ， 速 度 メートル毎秒 m/s
加 速 度 メートル毎秒毎秒 m/s2

波 数 毎メートル m-1

密 度 ， 質 量 密 度 キログラム毎立方メートル kg/m3

面 積 密 度 キログラム毎平方メートル kg/m2

比 体 積 立方メートル毎キログラム m3/kg
電 流 密 度 アンペア毎平方メートル A/m2

磁 界 の 強 さ アンペア毎メートル A/m
量 濃 度 (a) ， 濃 度 モル毎立方メートル mol/m3

質 量 濃 度 キログラム毎立法メートル kg/m3

輝 度 カンデラ毎平方メートル cd/m2

屈 折 率 (b) （数字の）　１ 1
比 透 磁 率 (b) （数字の）　１ 1

組立量
SI 基本単位

表２．基本単位を用いて表されるSI組立単位の例

名称 記号
他のSI単位による

表し方
SI基本単位による

表し方
平 面 角 ラジアン(ｂ) rad 1（ｂ） m/m
立 体 角 ステラジアン(ｂ) sr(c) 1（ｂ） m2/m2

周 波 数 ヘルツ
（ｄ） Hz s-1

力 ニュートン N m kg s-2

圧 力 , 応 力 パスカル Pa N/m2 m-1 kg s-2

エ ネ ル ギ ー , 仕 事 , 熱 量 ジュール J N m m2 kg s-2

仕 事 率 ， 工 率 ， 放 射 束 ワット W J/s m2 kg s-3

電 荷 , 電 気 量 クーロン A sC
電 位 差 （ 電 圧） , 起 電 力 ボルト V W/A m2 kg s-3 A-1

静 電 容 量 ファラド F C/V m-2 kg-1 s4 A2

電 気 抵 抗 オーム Ω V/A m2 kg s-3 A-2

コ ン ダ ク タ ン ス ジーメンス S A/V m-2 kg-1 s3 A2

磁 束 ウエーバ Wb Vs m2 kg s-2 A-1

磁 束 密 度 テスラ T Wb/m2 kg s-2 A-1

イ ン ダ ク タ ン ス ヘンリー H Wb/A m2 kg s-2 A-2

セ ル シ ウ ス 温 度 セルシウス度(ｅ) ℃ K
ンメール束光 lm cd sr(c) cd

スクル度照 lx lm/m2 m-2 cd
放射性核種の放射能

（ ｆ ）
ベクレル

（ｄ） Bq s-1

吸収線量, 比エネルギー分与,
カーマ

グレイ Gy J/kg m2 s-2

線量当量, 周辺線量当量, 方向

性線量当量, 個人線量当量
シーベルト

（ｇ） Sv J/kg m2 s-2

酸 素 活 性 カタール kat s-1 mol

表３．固有の名称と記号で表されるSI組立単位
SI 組立単位

組立量

名称 記号 SI 単位で表される数値

バ ー ル bar １bar=0.1MPa=100kPa=105Pa
水銀柱ミリメートル mmHg 1mmHg=133.322Pa
オングストローム Å １Å=0.1nm=100pm=10-10m
海 里 Ｍ １M=1852m
バ ー ン b １b=100fm2=(10-12cm)2=10-28m2

ノ ッ ト kn １kn=(1852/3600)m/s
ネ ー パ Np
ベ ル Ｂ   
デ ジ ベ ル dB       

表８．SIに属さないが、SIと併用されるその他の単位

SI単位との数値的な関係は、
　　　　対数量の定義に依存。

名称 記号

長 さ メ ー ト ル m
質 量 キログラム kg
時 間 秒 s
電 流 ア ン ペ ア A
熱力学温度 ケ ル ビ ン K
物 質 量 モ ル mol
光 度 カ ン デ ラ cd

基本量
SI 基本単位

表１．SI 基本単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

エ ル グ erg 1 erg=10-7 J
ダ イ ン dyn 1 dyn=10-5N
ポ ア ズ P 1 P=1 dyn s cm-2=0.1Pa s
ス ト ー ク ス St 1 St =1cm2 s-1=10-4m2 s-1

ス チ ル ブ sb 1 sb =1cd cm-2=104cd m-2

フ ォ ト ph 1 ph=1cd sr cm-2 104lx
ガ ル Gal 1 Gal =1cm s-2=10-2ms-2

マ ク ス ウ ｪ ル Mx 1 Mx = 1G cm2=10-8Wb
ガ ウ ス G 1 G =1Mx cm-2 =10-4T
エルステッド

（ ｃ ） Oe 1 Oe　  (103/4π)A m-1

表９．固有の名称をもつCGS組立単位

（第8版，2006年改訂）
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